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安
土
城
に
お
け
る

『
天
主
指
図
』

の
宝
塔
と
吹
き
抜
け
の
存
在
の
可
能
性

ー
五
重
塔
の
造
形
と
宣
教
師
の
記
録
か
ら
の
試
論
ー

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
塔
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
城
、
中
庭
、
舎
利
、
聖
体
、
廟

は
じ
め
に

焼
失
し
た
安
士
城
の
復
元
案
は
数
多
く
あ
る
。
内
藤
晶
氏
は
一
九
六
九
年
に

自
ら
発
見
し
た
静
嘉
堂
文
庫
蔵
の
『
天
守
指
図
』
を
池
上
右
平
に
よ
る
安
土
城

天
主
の
平
面
図
写
本
と
結
論
づ
け
、
こ
れ
と
太
田
牛
一
の
『
信
長
公
記
』
と
自

ら
の
実
測
調
査
等
を
も
と
に
膨
大
で
綿
密
な
構
造
計
算
を
し
て
地
階
に
宝
塔

と
、
地
階
か
ら
地
上
三
階
ま
で
の
合
計
四
階
分
の
巨
大
な
吹
き
抜
け
の
あ
る
画

期
的
な
復
元
案
を
発
表
し
た
（
図
1
)
。
平
井
良
直
氏
は
、
六
階
の
障
壁
画
の
『
天

守
指
図
』
の
記
述
は
絵
画
史
的
に
は
な
ん
ら
矛
盾
は
な
く
、
そ
の
史
料
史
的
価

値
が
疑
問
視
さ
れ
る
理
由
は
な
い
と
い
う
論
文
と
宝
塔
の
存
在
を
示
唆
す
る
論

文
を
発
表
し
て
い
る
。
し
か
し
宮
上
茂
隆
氏
は
『
天
守
指
図
』
を
江
戸
時
代
の

池
上
右
平
が
作
成
し
た
推
定
復
原
図
あ
る
い
は
創
作
で
あ
る
と
し
、
吹
抜
け
空

間
は
単
な
る
思
い
つ
き
と
し
て
、
そ
の
史
料
的
価
値
を
否
定
し
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
す
べ
て
の
復
元
案
に
共
通
し
て
い
る
五
重
塔
の
よ
う
な
造
形
が
あ
る
。
し

か
し
先
行
研
究
で
は
織
田
信
長
が
安
土
城
築
城
に
あ
た
り
、
何
故
こ
の
造
形
を

原

陽

子

居
住
空
間
で
も
あ
る
彼
の
城
に
採
用
し
た
か
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ

て
い
な
い
。
本
稿
で
は
五
重
塔
の
造
形
に
つ
い
て
の
考
察
の
も
と
、
宜
教
師
の

記
録
を
参
考
に
『
天
守
指
図
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
吹
抜
け
と
宝
塔
の
存
在
の

可
能
性
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て
推
察
す
る
試
論
で
あ
る
。

内藤晶の復元案による 1/20の安土城雛

型安土城郭資料館所蔵

図1
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五
重
塔

織
田
信
長
は
尾
張
の
一
武
将
か
ら
天
下
統
一
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
用
い
た
。
な
か
で
も
建
築
物
や
絵
画
・
茶
の
湯
・
鷹
狩
・
芸
能
を

政
治
目
的
に
利
用
す
る
手
法
を
信
長
の
美
術
政
策
と
す
る
と
、
時
代
は
百
年
ほ

ど
異
な
る
が
、
同
じ
く
美
術
を
最
大
限
に
活
用
し
国
家
統
一
に
邁
進
し
た
カ
ト

リ
ッ
ク
両
王
の
姿
が
重
な
る
。
ホ
ア
キ
ン
・
ヤ
ル
サ
は
彼
の
著
書
L
o
s
R
e
y
s
 

Cat6licos. Paisaje artistico d
e
 u
n
a
 m
o
n
a
r
q
u
i
a
『
カ
ト
リ
ッ
ク
両
王
の

芸
術
景
観
』
等
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
両
王
は
美
術
、
特
に
建
築
を
用
い
、
国
家
統

一
に
利
用
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
多
く
の
人
々
が
目
に
す
る
建
築
物
に
彼
ら
の

政
策
を
視
覚
化
し
、
両
王
の
権
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
国
王

が
不
在
で
も
、
圧
倒
的
な
建
築
物
の
視
覚
効
果
は
相
変
わ
ら
ず
絶
大
で
あ
る
か

ら
だ
。
信
長
の
建
築
物
の
利
用
の
仕
方
は
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
こ
れ
に
あ
て
は

ま
る
。
ま
た
、
八
百
年
か
け
て
レ
コ
ン
キ
ス
タ
を
完
了
し
て
い
く
中
で
ス
ペ
イ

ン
の
王
侯
貴
族
は
、
そ
れ
ま
で
戦
っ
て
き
た
要
塞
城
を
あ
っ
さ
り
放
棄
し
、
再

征
服
し
た
土
地
の
最
前
線
に
新
た
な
要
塞
城
を
築
き
次
の
再
征
服
に
挑
ん
で

い
っ
た
。
信
長
も
、
他
の
戦
国
大
名
と
は
ち
が
い
領
国
を
支
配
下
に
お
く
と
、

次
の
目
標
を
実
現
す
る
の
に
最
適
な
地
に
城
を
つ
く
り
出
陣
し
て
い
く
。
そ
し

て
安
土
城
が
築
城
さ
れ
、
狩
野
永
徳
に
描
か
せ
た
《
安
土
山
図
屏
風
》
は
イ
エ

ズ
ス
会
・
東
イ
ン
ド
管
区
日
本
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
と
共
に
海
を
渡
り
、

ヴ
ァ
チ
カ
ン
内
の
「
地
誌
廊
」
に
展
覧
さ
れ
た
。
そ
の
反
響
は
大
き
く
、

ウ
ル

バ
ノ
・
モ
ン
テ
(
-
五
四
四
頃
ー
一
六
一
三
）
著
の
L
a
P
r
i
m
a
 A
m
b
a
s
c
i
e
r
i
a
 

こ
よ
、

I
V
I・
J'

G
i
a
p
p
o
n
e
s
e
 in I
t
a
l
i
a
『
イ
タ
リ
ア
史
上
最
初
の
日
本
使
節
』

一
五
八
九
年
の
日
本
地
図
が
折
り
こ
ま
れ
、
そ
こ
に
は
安
土
と
い
う
地
名
で
は

(5
)
 

な
く
え
O
B
U
N
A
G
A
"
と
記
さ
れ
、
こ
の
屏
風
と
安
土
城
そ
し
て
信
長
の
名

は
、
西
洋
人
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
長
き
に
渡
り
記
憶
さ
れ
た
。
そ
し
て

一
五
七
七
年
か
ら
八
二
年
ま
で
の
宣
教
師
の
書
簡
類
等
に
、
安
土
城
は
「
一
種

(6) 

の
塔
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
一
種
の
塔
」
、
そ
し
て
す
べ
て
の
復
元
案
に
共
通
し
（
図
2
)
、
し
か

も
日
本
人
に
は
城
の
形
と
し
て
当
た
り
前
と
さ
れ
て
い
る
五
重
塔
の
よ
う
な
造

形
は
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
を
ま
ず
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
信
長
が
南
下
玄
興

に
命
じ
、
城
が
完
成
し
た
天
正
七
年
(
-
五
七
九
）
に
成
稿
し
た
「
安
土
山
ノ

記
」
（
妙
心
寺
隣
華
院
蔵
の
『
特
賜
定
慧
円
明
南
北
国
師
虚
白
録
』
に
所
収
）
は
、

信
長
研
究
の
一
次
資
料
で
あ
る
。
そ
の
資
料
に
「
宝
塔
が
林
間
に
登
え
立
つ
さ

ま
は
、
遠
寺
晩
鐘
を
描
い
た
の
か
と
疑
う
ほ
ど
で
、
釣
船
が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
薩
辺

に
浮
か
ぶ
さ
ま
は
、
遠
浦
帰
帆
図
か
と
見
ま
が
う
」
と
い
う
下
り
が
あ
る
。
こ
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の
宝
塔
を
内
藤
氏
は
、
天
主
の
形
容
に
宝
塔
な
る
雅
称
を
与
え
、
『
天
守
指
図
』

(
8
)
 

が
示
す
地
階
（
石
蔵
中
央
に
東
向
宝
塔
）
を
暗
示
し
て
貴
重
と
し
て
い
る
（
図

3
)
。
宝
塔
は
、
宝
の
字
を
冠
す
る
こ
と
で
立
派
で
敬
う
べ
き
と
い
う
意
味
を

最初の安土城天主復原案奥村

得義作成一蓬左文庫蔵『金城

温故録』 1858年所収

図2



池上右平による写本『天守指

図j静嘉堂文庫蔵の地階平面

図

図3

加
味
し
た
仏
塔
・
舎
利
塔
の
美
称
で
あ
る
。
仏
塔
の
起
源
は
釈
迦
の
舎
利
を
納

め
た
イ
ン
ド
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
で
、
さ
ら
に
辿
る
と
、
紀
元
前
五
世
紀
頃
か
ら
イ

ン
ド
で
偉
人
・
聖
人
の
遺
骨
を
祀
っ
た
ス
ト
ゥ
ー
パ
を
詣
で
た
習
慣
に
そ
の
起

源
が
あ
っ
た
。
中
国
で
は
、
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
古
代
の
楼
閣
建
築
と
合
体
し
て
仏

塔
と
な
り
、
そ
の
楼
閣
建
築
の
頂
部
に
象
徴
化
さ
れ
た
ス
ト
ゥ
ー
パ
で
あ
る
相

輪
が
の
せ
ら
れ
、
こ
れ
が
日
本
に
伝
わ
り
五
重
塔
と
な
っ
た
。
そ
れ
故
、
日
本

の
五
重
塔
は
楼
閣
式
で
形
式
的
に
は
多
層
宝
塔
（
以
下
便
宜
上
五
重
塔
と
呼
ぶ
）

で
あ
る
。
以
上
か
ら
南
化
の
記
し
た
宝
塔
は
安
土
城
の
望
楼
型
天
主
を
五
重
塔

(10) 

に
瞥
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
．
信
長
の
建
築
ブ
レ
ー
ン
●
策
彦
と
宣
教
師

信
長
は
普
請
好
き
で
、
自
ら
指
揮
し
た
建
造
物
は
岐
阜
城
や
安
土
城
以
外
に

も
内
裏
の
修
理
や
将
軍
邸
で
あ
る
二
条
新
第
の
新
営
、
自
分
の
京
都
に
お
け
る

二
条
居
館
等
が
あ
り
、
そ
の
う
え
家
臣
造
営
の
邸
宅
を
見
に
い
く
こ
と
を
楽
し

(11) 

み
に
し
、
よ
く
設
計
図
を
所
望
し
気
に
入
ら
な
い
と
手
直
し
さ
せ
た
。
こ
う
し

た
信
長
の
安
土
城
築
城
の
建
築
ブ
レ
ー
ン
と
考
え
ら
れ
る
人
物
と
し
て
、
明
に

滞
在
し
た
こ
と
の
あ
る
策
彦
周
良
及
び
安
土
城
築
城
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
ミ
ヤ
コ

で
南
蛮
寺
と
安
土
城
下
に
セ
ミ
ナ
リ
オ
（
図
4
)
を
建
築
し
て
い
た
宣
教
師
が

考
え
ら
れ
る
。
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(
-
）
策
彦
周
良
(
-
五

0
―
ー
＿
五
七
九
）

〈
中
国
建
築
へ
の
造
詣
〉

一
五
六
八
年
に
信
長
が
将
軍
義
昭
を
奉
じ
て
上
洛
し
た
時
、
足
利
義
満
時
代

に
明
使
節
団
が
滞
在
し
た
天
龍
寺
・
妙
智
院
に
禅
僧
・
策
彦
周
良
（
図
5
)
が

い
た
。
彼
は
ザ
ビ
エ
ル
に
は
じ
め
て
山
口
で
の
布
教
を
許
可
し
た
大
内
義
隆
に

見
込
ま
れ
二
度
も
遣
明
使
と
し
て
明
に
渡
り
、
北
京
で
は
明
帝
•
世
宗
に
謁
見

し
進
貢
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
を
『
初
渡
集
』
と
『
再
渡
集
』
で
記
録
し
て
い



《策彦周良像》

祠雨窓讃京都妙智

院蔵 16世紀

図5

る
。
牧
田
氏
に
よ
る
と
、
信
長
は
師
・
策
彦
を
厚
く
も
て
な
し
、
「
真
の
善
知

識
な
り
と
感
晩
し
」
深
く
帰
依
し
、
城
に
招
い
て
中
国
の
政
治
・
人
物
・
地
理

風
土
に
つ
い
て
聴
き
、
ま
た
自
ら
妙
智
院
に
足
を
運
ん
で
終

H
道
語
・
聞
法
し

(12) 

た
と
あ
り
、
ふ
た
り
は
度
々
会
見
し
、
終
生
交
流
を
つ
づ
け
た
。
宮
上
氏
は
天

(13) 

主
の
命
名
者
を
策
彦
と
し
、
平
井
良
直
氏
は
「
信
長
に
も
っ
と
も
文
化
的
影
響

を
及
ぼ
し
た
可
能
性
の
あ
る
人
物
」
と
し
て
い
る
。

南
宋
時
代
（
一
―
二
七
I

―
二
七
九
）
に
は
、
禅
宗
が
中
国
仏
教
界
の
主
流

で
、
特
に
寧
波
の
天
童
寺
と
阿
育
王
寺
は
禅
宗
五
山
と
い
う
高
い
寺
格
が
与
え

ら
れ
、
日
本
か
ら
も
多
く
の
禅
僧
が
参
禅
に
訪
れ
た
。
策
彦
は
、
阿
育
王
塔
信

仰
を
も
つ
禅
僧
憧
れ
の
聖
地
・
寧
波
で
文
人
と
親
し
く
交
わ
り
、
文
人
か
ら
贈

ら
れ
た
書
画
が
一
括
し
て
現
存
す
る
。
そ
の
交
流
ぶ
り
を
示
す
ひ
と
つ
に
《
策

彦
帰
朝
図
》
（
京
都
妙
智
院
蔵
）
が
あ
る
。
寧
波
の
阿
育
王
寺
は
、
古
代
イ
ン

ド
の
阿
育
王
・
ア
シ
ョ
カ
王
が
釈
迦
の
遺
骨
を
納
め
て
造
立
し
た
八
万
四
千
基

の
仏
舎
利
塔
の
ひ
と
つ
が
三
世
紀
に
地
中
よ
り
涌
出
し
た
場
所
と
さ
れ
て
い

る
。
七
世
紀
に
は
皇
帝
が
舎
利
を
得
る
こ
と
は
善
因
と
説
か
れ
（
『
法
苑
珠
林
』

巻
三
十
八
）
、
隋
の
文
帝
が
建
立
し
た
舎
利
塔
の
地
宮
に
舎
利
が
埋
納
さ
れ
た

（
『
法
苑
珠
林
』
巻
四
十
）
。
唐
時
代
に
は
則
天
武
后
が
自
ら
を
阿
育
王
に
重
ね

合
わ
せ
、
聖
王
だ
け
が
造
塔
活
動
が
出
来
る
と
い
う
信
仰
に
突
き
動
か
さ
れ
、

全
国
に
大
雲
寺
を
建
立
し
て
自
ら
の
治
政
を
天
命
と
す
る
偽
経
『
大
雲
経
』
を

安
置
し
た
。
こ
う
し
て
舎
利
が
国
土
を
守
護
す
る
と
い
う
信
仰
が
定
着
し
、
寺

の
舎
利
塔
は
護
国
の
象
徴
的
存
在
と
な
っ
た
。
そ
し
て
阿
育
王
寺
の
仏
舎
利
は

歴
代
の
皇
帝
か
ら
崇
拝
を
集
め
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
策
彦
に
先
立
つ
こ
と
約

七
十
年
前
の
一
四
六
七
年
に
、
相
国
寺
で
修
業
し
た
禅
僧
•
雪
舟
等
楊

（
一
四
二

0
ー
一
五

0
六
）
は
遣
明
使
の
一
行
と
し
て
寧
波
に
入
港
し
、
栄
西

や
道
元
が
禅
を
学
ん
だ
日
本
禅
宗
の
淵
源
で
あ
る
天
童
寺
に
参
禅
し
、
寧
波
の

風
景
を
写
し
た
ス
ケ
ッ
チ
を
模
本
の
形
で
数
枚
残
し
て
い
る
（
図

6
)
。
信
長

も
塔
が
鈴
え
る
こ
の
よ
う
な
絵
を
見
た
に
ち
が
い
な
い
。
ま
た
策
彦
の
著
作
『
騨

程
録
』
に
は
、
寧
波
よ
り
北
京
ま
で
の
駅
名
・
里
程
を
記
し
、
か
つ
名
勝
・
風

物
も
記
録
し
て
い
る
。
そ
し
て
と
り
わ
け
建
築
物
に
は
深
い
関
心
を
も
ち
、
沿

途
の
名
刹
を
多
く
訪
ね
、
堂
宇
伽
藍
の
様
子
、
安
置
さ
れ
た
仏
像
名
や
扁
額
類

に
い
た
る
ま
で
丹
念
に
記
録
し
た
と
あ
る
。
策
彦
が
実
見
し
た
建
築
物
の
な
か
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で
と
り
わ
け
、
七
層
の
三
層
ま
で
自
ら
登
っ
た
蘇
州
の
虎
丘
塔
（
図

7
)
や
杭

州
の
西
湖
周
辺
の
勝
景
と
八
角
十
三
層
の
六
和
塔
（
図

8
)
等
は
、
後
述
す
る

(Hi
)
 

が
信
長
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
内
藤
栄
氏
に
よ
る
と
、

H
本
で
大

雪舟等楊《金山寺・

育王山図》の模本

個人蔵

き
な
侶
仰
を
集
め
た
舎
利
と
し
て
、

空
海
請
来
の
「
東
寺
舎
利
」
、
鑑
真
請

来
の
「
唐
招
提
寺
舎
利
」
、
二
歳
の
聖

徳
太
子
の
掌
か
ら
こ
ぼ
れ
出
た
と
い

う
「
南
無
仏
舎
利
」
、
そ
し
て
阿
育
王

塔
信
仰
が
あ
る
。
鑑
真
は
寧
波
で
阿

図6
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図7 策彦が三層まで登っ

た蘇州の虎丘塔

図8 杭州の八角十三層の

六和塔

育
王
塔
を
礼
拝
し
日
本
に

天
台
宗
を
伝
え
、
平
安
時

代
に
は
天
台
山
に
近
い
阿

育
王
寺
舎
利
は
天
台
僧
を

中
心
に
信
奉
さ
れ
た
。
そ

し
て
中
国
皇
帝
が
威
信
を

か
け
て
開
版
し
た
一
括
の

漢
訳
経
典
・
宋
版
一
切
経

が
日
本
に
輸
入
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、
こ
れ
を
所

有
す
る
こ
と
が
権
威
の
ひ

と
つ
と
な
る
。
藤
原
道
長

に

よ

る

金

峯

山

埋

納

(
1
0
0
七
年
）
は
経
塚

造
営
の
濫
腸
と
さ
れ
、
法
華
経
等
を
法
舎
利
と
し
て
山
岳
信
仰
の
聖
地
の
土
中

ヘ
埋
納
し
た
。
こ
れ
は
呉
越
•
北
宋
の
舎
利
塔
地
宮
へ
の
埋
納
と
同
様
の
意
図

が
あ
る
と
さ
れ
た
。
院
政
期
に
な
る
と
、
白
河
法
皇
は
、
寧
波
の
阿
育
王
寺
等

か
ら
二
千
粒
の
舎
利
を
請
来
し
た
と
さ
れ
、
阿
育
王
を
意
識
し
て
頻
繁
に
数
万

基
に
及
ぶ
小
塔
を
造
立
し
、
法
勝
寺
で
盛
大
な
供
養
を
し
て
権
威
を
高
め
た
。

俊
乗
坊
重
源
は
三
度
渡
宋
し
、
阿
育
王
寺
の
舎
利
殿
の
復
興
に
際
し
て
、
後
白

河
法
皇
を
実
質
的
な
パ
ト
ロ
ン
と
し
周
防
国
の
木
材
を
送
り
援
助
し
た
。
そ
し

て
東
大
寺
大
仏
を
は
じ
め
自
ら
携
わ
っ
た
仏
像
の
胎
内
に
舎
利
を
籠
め
、
護
国

を
舎
利
に
託
し
た
。
仏
舎
利
が
も
と
も
と
阿
育
王
寺
舎
利
を
受
け
継
ぐ
と
し
て

権
威
づ
け
ら
れ
、
後
白
河
院
が
積
極
的
に
熱
狂
的
に
推
進
し
た
。
当
然
、
信
長

は
策
彦
か
ら
持
ち
帰
っ
た
資
料
を
も
と
に
こ
の
舎
利
信
仰
の
流
れ
や
法
舎
利
と

し
て
の
法
華
経
等
が
舎
利
に
代
わ
る
も
の
で
、
そ
う
い
う
舎
利
が
地
宮
に
納
め

ら
れ
た
こ
と
も
見
聞
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

〈
策
彦
の
日
本
建
築
へ
の
造
詣
〉

一
方
、
策
彦
は
室
町
幕
府
足
利
将
軍
の
管
領
細
川
家
の
家
老
井
上
宗
信
の
第

三
子
で
、
五
山
の
禅
僧
と
し
て
の
教
養
を
身
に
つ
け
た
文
人
で
も
あ
り
、
狩
野

(18) 

永
徳
箪
《
二
十
四
孝
図
屏
風
》
（
福
岡
市
博
物
館
蔵
）
の
讃
者
で
も
あ
る
。
信
長

は
足
利
将
軍
家
の
菩
提
寺
・
等
持
院
を
寓
居
と
し
、
銀
閣
を
鷹
狩
の
休
憩
所
と

し
、
さ
ら
に
義
満
が
氏
寺
と
し
て
造
営
し
た
相
国
寺
に
は
、
天
正
二
年

（
一
五
七
四
）
と
い
う
安
土
城
築
城
計
画
期
に
寄
宿
し
、
茶
会
も
催
し
て
い
る
。

内
藤
氏
や
宮
上
氏
が
安
土
城
の
最
上
階
の
モ
デ
ル
と
す
る
金
閣
寺
と
銀
閣
寺
は

相
国
寺
の
境
外
塔
頭
で
あ
る
。
義
満
は
内
裏
に
お
い
て
は
上
皇
並
み
の
礼
遇
を

受
け
、
政
庁
で
あ
り
宮
殿
で
あ
る
北
山
第
の
中
心
に
は
紫
哀
殿
を
配
置
し
、
天

皇
家
を
凌
ぐ
政
治
的
権
威
と
宗
教
的
権
威
を
北
山
第
と
相
国
寺
で
示
し
た
。
相

国
寺
に
建
造
し
た
古
今
未
曾
有
の
高
さ
を
誇
る
百
十
メ
ー
ト
ル
の
七
重
大
塔
を

北
山
第
に
移
築
し
、
明
皇
帝
か
ら
の
使
節
に
日
本
の
最
高
権
力
者
が
だ
れ
か
が

(19) 

分
か
る
よ
う
に
演
出
し
た
。
信
長
が
上
杉
謙
信
に
贈
っ
た
《
洛
中
洛
外
図
屏
風
》

の
花
の
御
所
は
、
焼
失
す
る
前
の
相
国
寺
の
七
重
塔
か
ら
描
い
た
粉
本
に
よ
る

(20) 

と
い
う
。
こ
れ
を
描
い
た
絵
師
は
狩
野
永
徳
で
、
の
ち
に
《
安
土
山
図
屏
風
》

を
描
く
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
も
、
信
長
は
上
層
へ
登
れ
る
相
国
寺
の
七
重
塔

を
認
識
し
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
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こ
の
七
重
塔
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
の
が
、
法
勝
寺
の
約
八
十
一
メ
ー
ト
ル
の

巨
大
な
八
角
九
重
塔
で
あ
る
。
こ
れ
は
革
新
的
な
院
政
を
創
出
し
た
白
河
天
皇

が
建
立

(
1
0
八
一
年
）
し
た
。
『
明
月
記
』
に
は
「
鎮
護
国
家
の
道
場
、
内



外
無
双
の
塔
」
と
あ
り
、
『
愚
管
抄
』
が
国
家
的
な
強
大
な
意
識
を
も
り
こ
ん

だ
国
王
の
氏
寺
と
表
現
し
て
い
る
。
鎮
護
国
家
の
た
め
に
聖
武
天
皇
が
造
営
し

た
東
大
寺
を
意
識
し
な
が
ら
、
律
令
制
や
摂
関
制
に
固
執
し
な
い
新
し
い
自
由

な
権
力
機
構
と
し
て
、
白
河
法
皇
が
あ
み
だ
し
た
院
政
の
象
徴
と
い
え
る
塔
で

あ
っ
た
。
こ
の
塔
に
は
「
登
れ
ば
鷲
や
鷹
の
飛
翔
と
同
じ
く
仰
ぎ
、
見
下
ろ
せ

ば
飛
ぶ
鳥
が
み
え
る
」
（
『
朝
野
群
載
』
巻
第
二
所
収
「
法
勝
寺
御
塔
供
養
呪
願

文
」
）
と
の
記
録
が
残
さ
れ
、
さ
ら
に
は
「
嘉
永
元
年
、
盗
賊
が
九
重
塔
に
侵

入
し
、
五
重
あ
た
り
か
ら
現
れ
た
」
と
い
う
記
述
や
、
「
儀
式
で
も
、
九
重
の(21) 

各
重
に
僧
侶
が
登
り
、
散
華
し
た
ら
し
い
」
と
あ
り
、
登
る
こ
と
が
出
来
た
。

発
掘
調
在
の
結
果
、
八
角
の
基
壇
の
遺
構
（
図
9
)
が
岡
崎
の
京
都
市
動
物
園

内
に
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、
富
島
義
幸
氏
に
よ
り
復
元
図
が
作
成
さ
れ
て

い
る
（
図
10
、
11)
。
こ
の
義
満
と
白
河
法
皇
の
ふ
た
つ
の
塔
は
現
存
し
な
い

の
で
研
究
対
象
に
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
都
に
入
る
と
一
番
先
に
目
に
入
る
平
安
京
鎮
護
の
た
め
建
立
さ
れ
た
東

寺
の
五
重
塔
を
、
信
長
は
落
雷
前
の
姿
、
つ
ま
り
フ
ロ
イ
ス
の
記
述
と
同
じ
姿

で
、
信
長
は
二
十
六
歳
(
-
五
五
九
年
）
の
初
上
洛
の
と
き
に
見
た
は
ず
で
、

二
回
目
の
上
洛
時
に
は
東
寺
に
陣
を
し
い
た
。
更
に
時
代
を
遡
れ
ば
現
存
し
な

い
が
、
東
大
寺
に
も
東
西

二
基
の
七
重
塔
（
約
百

メ
ー
ト
ル
）
、
さ
ら
に
百

済
大
寺
に
は
九
重
塔
が

あ
っ
た
。
中
国
の
仏
教
政

法勝寺跡京都市動

物園内遺構

策
の
流
れ
を
く
む
こ
の
官

図9

大
寺
の
伽
藍
造
営
こ
そ

よ
餞
象
盆
象
ヂ
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図11

構
想
の
支
柱
に
選
択
し
た
と
推
察
で
き
る
。

が
、
大
和
国
家
の
巨
墳
に
も

比
較
し
え
る
国
家
権
力
の
象

(22) 

徴
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
節
目
と

な
る
時
代
の
新
し
い
政
治
構

想
を
創
出
し
た
権
力
者
に
よ

り
、
鎮
護
国
家
の
象
徴
で
あ

る
五
重
塔
が
伽
藍
の
な
か
で

も
遠
く
か
ら
見
て
も
ひ
と
目

で
分
か
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と

し
て
建
造
さ
れ
て
い
っ
た
。

彼
ら
と
同
じ
よ
う
に
新
し
い

時
代
を
切
り
拓
こ
う
と
し
て

い
た
侶
長
が
、
都
や
大
坂
・

奈
良
に
入
る
と
一
番
先
に

H

に
は
い
っ
た
五
重
塔
を
天
下

静
譴
•
天
下
布
武
の
象
徴
と

し
て
、
安
土
城
築
城
の
基
本
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（
二
）
宣
教
師
か
ら
の
情
報

次
に
宣
教
師
か
ら
得
た
情
報
を
考
察
す
る
。
現
役
の
イ
エ
ズ
ス
会
宜
教
師
で

日
本
美
術
の
研
究
者
で
あ
る
ガ
ル
シ
ア
・
グ
テ
ィ
エ
レ
ス
に
よ
る
と
、
「
信
長

は
イ
エ
ズ
ス
会
士
を
友
好
的
に
厚
遇
し
た
の
で
、
宣
教
師
た
ち
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
壮
大
な
城
郭
の
ス
ケ
ッ
チ
を
見
せ
た
、
そ
こ
か
ら
信
長
は
安
土
城
の
着
想
を



(23) 

得
た
」
と
そ
の
著
書
で
述
べ
て
い
る
。
内
藤
氏
が
西
洋
建
築
の
影
響
を
述
べ
て

い
る
が
、
そ
の
考
察
を
裏
付
け
る
明
確
な
資
料
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
グ
テ
ィ

エ
レ
ス
は
そ
れ
以
上
の
詳
細
を
述
べ
て
い
な
い
も
の
の
、
西
洋
側
の
研
究
者
に

よ
る
記
述
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
藤
岡
通
夫
氏
は
『
城
と
書
院
』
（
小
学
館
、

昭
和
五
十
七
年
一
六
三
頁
）
で
、
「
日
本
の
近
世
の
城
と
西
洋
の
中
世
の
城
と

の
類
似
に
つ
い
て
説
か
れ
た
も
の
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
宣
教
師
や
南

蛮
人
の
な
か
に
は
少
な
か
ら
ず
建
築
に
関
心
を
示
し
た
者
が
い
る
。
宜
教
師

ヴ
ィ
レ
ラ
は
石
清
水
八
幡
宮
を
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ラ
と
同

じ
戦
の
守
護
神
と
報
告
し
、
修
道
士
ア
ル
メ
イ
ダ
は
典
福
寺
を
ベ
レ
ン
修
道
院

と
同
じ
規
模
と
し
、
元
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
督
で
、
難
波
し
て
日
本
沿
岸
に
た
ど
り

着
い
た
ロ
ド
リ
ー
ゴ
・
デ
・
ビ
ベ
ー
ロ
が
、
「
タ
イ
コ
ウ
サ
マ
の
墓
」
を
ト
レ

ド
大
聖
堂
や
、
グ
ワ
ダ
ル
ー
ペ
修
道
院
、
ア
ラ
ン
フ
エ
ス
宮
殿
と
具
体
的
な
建

(24) 

築
名
で
比
較
し
て
報
告
し
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
で
は
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
枢
機
卿
が
、

ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ
に
改
造
さ
せ
た
カ
プ
ラ
ロ
ー
ラ
城
塞
宮
殿
の
「
世
界
地
図
の
間
」

の
天
井
に
小
さ
い
島
「
日
本
」
を
描
か
せ
、
こ
こ
を
教
皇
庁
の
世
界
布
教
会
議

の
場
と
し
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
「
地
図
の
間
」
に
触
発
さ
れ
、
一
五
八
0

|

八
三
年
に
ヴ
ァ
チ
カ
ン
宮
殿
に
世
界
各
地
の
地
図
や
都
市
図
を
描
い
た
「
地
誌

廊
」
が
で
き
、
そ
の
陳
列
館
に
二
年
二
か
月
か
け
て
到
着
し
た
信
長
の
《
安
土

(25) 

山
図
屏
風
》
が
展
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
考
え
る
と
宣
教
師
を
含

め
た
南
蛮
人
の
だ
れ
か
が
、
信
長
に
具
体
的
な
建
築
名
で
西
洋
建
築
に
つ
い
て

語
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
ま
た
天
正
遣
欧
少
年
使
節
が
持
ち
帰
っ
た
書
物
に
惟

(26) 

界
の
主
要
都
市
の
描
写
が
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
く
江
戸
初
期
の
作
と
さ
れ
る
《
四

都
図
•
世
界
図
屏
風
》
に
は
高
く
壮
麗
な
塔
が
数
々
描
か
れ
、
セ
ビ
リ
ア
図
に

は
ス
ロ
ー
プ
を
馬
で
上
れ
た
ヒ
ラ
ル
ダ
の
塔
が
中
央
に
高
く
鈴
え
て
い
る
（
図

12)
。
し
か
も
こ
の
う
ち
の
ロ
ー
マ
図
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
創
立
者
で
あ
る
『
福

者
イ
グ
ナ
チ
オ
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
伝
』
(
-
六
一

0
年
）
所
収
の
都
市
図
に
よ
っ

(27) 

て
い
る
。
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
で
は
一
五
一

0
年
に
、
リ
ス
ボ
ン
を
モ
デ
ル
に
し
た

(28) 

西
洋
風
の
市
街
地
を
総
督
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
が
建
設
し
て
い
る
。
来
日
し
た
宣
教

師
た
ち
は
、
す
で
に
各
地
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
建
設
し
た
都
市
を
見
聞
し
て
お
り
、

少
し
後
の
も
の
に
な
る
が
、
ペ

《四都図•世界図屏風》のセビリアの部分

ド
ロ
・
デ
・
ラ
・
ク
ル
ス
の
書

簡
に
「
日
本
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

の
都
市
を
建
設
す
る
利
点
に
つ

(29) 

い
て
」
と
い
う
項
も
あ
る
。
こ

う
い
う
こ
と
か
ら
、
信
長
は
高

い
塔
が
城
郭
に
な
り
居
住
宮
殿

に
も
な
る
こ
と
を
宣
教
師
か
ら
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学
習
し
、

H
本
に
あ
る
最
も
高

図12

い
壮
麗
な
建
築
物
で
あ
る
五
重

塔
を
視
野
に
入
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

五
重
塔
の
構
造
的
居
住
空
間
と
し
て
の
可
能
性

そ
こ
で
五
重
塔
は
居
住
空
間
と
し
て
構
造
的
に
登
る
こ
と
は
可
能
か
を
考
察

す
る
。
楼
閣
を
積
み
上
げ
て
い
く
五
重
塔
の
エ
法
で
は
、
心
柱
を
構
造
上
必
要

と
は
し
な
い
。
心
柱
は
相
輪
を
支
え
る
た
め
に
あ
り
、

H
光
東
照
宮
で
は
心
柱

を
鎖
で
吊
り
下
げ
て
い
る
。
構
造
的
に
は
床
を
張
ら
ず
に
吹
抜
け
に
す
る
こ
と



は
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
注
目
点
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
策
彦
が
中

国
で
「
虎
丘
塔
の
三
層
ま
で
登
っ
て
い
る
」
こ
と
で
あ
る
。
中
国
の
仏
塔
の
特

徴
は
最
上
層
ま
で
階
段
が
あ
り
人
が
登
れ
た
こ
と
で
、
応
県
の
木
塔
•
仏
宮
寺

釈
迦
塔
は
各
層
に
床
・
階
段
が
設
け
ら
れ
、
縁
に
出
る
こ
と
も
で
き
た
。
（
図
13)
。

ま
た
中
国
の
早
い
時
期
の
仏
塔
は
見
張
り
塔
で
あ
り
階
段
で
登
れ
た
の
で
あ

る
。
日
本
の
五
重
塔
は
、
「
外
観
だ
け
で
、
内
部
は
初
重
し
か
造
ら
れ
ず
、
楼

閣
建
築
の
要
素
は
な
く
、
仏
舎
利
を
祀
る
聖
な
る
建
築
と
し
て
終
始
し
て
き
た
」

が
建
築
史
の
通
説
で
あ
り
、
「
階
段
が
な
く
修
理
以
外
に
は
登
れ
な
い
」
と
さ

(30) 

れ
て
い
る
。
し
か
し
フ
ロ
イ
ス
は
「
東
寺
は
ミ
ナ
レ
テ
の
よ
う
で
廻
り
階
段
で

(31
)
 

登
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
つ
ま
り
登
れ
た
の
で
あ
る
。
信
長
も
こ
の
東
寺
の

五
重
塔
を
前
述
の
よ
う
に
見
て
い
る
。
要
す
る
に
、
ミ
ナ
レ
ッ
ト
で
あ
っ
た
セ

ビ
リ
ア
の
ヒ
ラ
ル
ダ
の
塔
や
、
カ
プ
ラ
ロ
ー
ラ
宮
殿
の
よ
う
に
く
る
く
る
廻
っ

て
登
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に

H
本
の
記
録
で
も
上
層
へ
登
れ
る
階
段
を
設
置
し
て
い
た
と
確
認
で

き
る
塔
が
東
寺
以
外
に
少
な
く
と
も
三
つ
あ
る
。
そ
の
二
つ
は
、
先
述
し
た
法

勝
寺
の
八
角
九
重
塔
と
相
国
寺
の
九
重
塔
で
、
三
つ
目
は
法
観
寺
の
五
重
塔
（
通

称
八
坂
塔
）
で
あ
る
。
足
利
尊
氏
は
南
朝
に
対
抗
し
室
町
政
権
の
存
在
価
値
を

誇
示
す
る
ス
テ
イ
タ
ス
・
シ

憬',;;叩咲況遺澄

応県の仏宮寺釈迦塔

寺
（
安
国
寺
）
と
一
塔
（
利

生
塔
）
の
建
設
に
着
手
し
、

十
年
間
で
す
べ
て
を
竣
工
さ

せ
た
。
寺
は
屯
営
基
地
に
転

ン
ボ
ル
と
し
て
、
ま
た
軍
略

上
の
拠
点
と
し
て
全
国
に

図13

用
で
き
、
塔
に
は
物
見
の
機
能
を
も
た
せ
た
。
八
坂
塔
の
最
上
層
に
は
明
治
の

(32
)
 

頃
ま
で
物
見
台
が
あ
り
、
京
都
を
展
望
す
る
こ
と
も
出
来
た
と
い
う
。
こ
れ
で

「
天
守
指
図
」
の
五
階
•
八
角
の
段
か
ら
六
階
に
登
る
階
段
、
つ
ま
り
内
藤
氏

が
復
元
し
た
朱
塗
り
の
階
段
の

絶
妙
な
廻
り
方
が
納
得
で
き
る

（図
14)
。
内
藤
氏
も
「
天
守
の

四

『
天
守
指
図
』
の
吹
抜
け

セビリア万博出展のため内藤氏復元案によ

り再現された原寸大の五階八角の段

図14

階
段
の
納
ま
り
は
一
般
的
に
極

め
て
難
し
い
が
、
本
指
図
に
は

技
術
的
必
然
性
が
認
め
ら
れ
、

指
図
の
信
憑
性
度
を
推
し
量
る

大
き
な
指
標
で
あ
る
」
と
記
し

(33) 

て
い
る
。
要
す
る
に
心
柱
と
階

段
そ
し
て
床
の
設
置
の
可
否

は
、
造
営
主
次
第
で
構
造
的
に

は
可
能
で
あ
っ
た
。
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建
築
大
辞
典
（
彰
国
社
昭
和
五
十
一
年
）
と
『
建
築
学
用
語
辞
典
』
（
日

本
建
築
学
会
岩
波
書
店
一
九
九
三
年
）
に
よ
る
と
、
「
吹
き
抜
け
」
は
「
床

の
一
部
ま
た
は
全
部
を
開
口
し
、
二
層
以
上
の
階
を
垂
直
に
お
い
て
、
連
続
す

る
空
間
」
と
、
「
吹
き
放
ち
」
と
い
う
「
建
物
に
お
け
る
外
部
と
内
部
の
境
界
に
、

固
定
さ
れ
た
遮
蔽
物
を
お
か
ず
、
外
部
と
連
続
さ
せ
て
つ
く
ら
れ
た
部
分
」
の

意
味
に
使
わ
れ
る
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
吹
き
抜
け
」
に
は
ド
ー
ム
の
よ
う
な



天
井
が
高
い
垂
直
的
な
開
放
的
空
間
と
、
も
う
ひ
と
つ
回
廊
の
よ
う
な
外
部
に

開
放
的
な
横
に
広
が
る
水
平
的
な
「
吹
き
放
ち
」
の
ふ
た
つ
の
意
味
が
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
内
藤
氏
は
、
『
天
守
指
図
』
の
吹
き
抜
け
に
つ
い
て
西
洋
宗
教

建
築
の
高
い
天
井
の
空
間
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
村
井
貞
勝
の
天

主
内
部
見
学
は
、
『
天
守
指
図
』
の
座
敷
に
符
号
を
つ
け
て
た
ど
る
と
、
吹
き

抜
け
空
間
を
め
ぐ
る
座
敷
を
格
式
順
に
お
こ
な
っ
て
い
る
と
し
、
『
信
長
公
記
』

(34) 

も
間
接
的
に
吹
き
抜
け
空
間
の
存
在
を
示
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ

は
修
道
院
の
中
庭
空
間
の
周
囲
に
巡
ら
さ
れ
た
部
屋
の
空
間
構
成
の
よ
う
で
、

中
庭
に
向
か
っ
て
開
放
的
で
水
平
的
な
「
吹
き
放
ち
」
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
。

(
-
）
中
庭
に
向
か
っ
て
吹
き
放
た
れ
た
空
間

前
述
の
ス
ペ
イ
ン
人
ガ
ル
シ
ア
・
グ
テ
ィ
エ
レ
ス
は
、
宣
教
師
が
「
西
洋
の

壮
大
な
城
郭
」
の
ス
ケ
ッ
チ
を
信
長
に
見
せ
た
と
し
て
い
る
。
当
時
の
ス
ペ
イ

ン
の
要
塞
城
や
城
館
の
多
く
は
、
天
然
の
要
害
に
さ
ら
に
石
組
み
を
し
、
迷
路

の
よ
う
な
道
、
外
枡
形
の
出
入
口
、
屋
上
に
鋸
歯
狭
間
（
図
15)
、
壁
面
に
多

様
な
狭
間
（
図
16
、
17
、
18)
や、

m
a
t
a
c
a
n

(
石
落
し
）
、

aljibe

(
イ
ス
ラ

ム
人
が
持
ち
込
ん
だ
地
下
に
雨
水
を
貯
水
す
る
装
置
）
が
あ
り
、
地
下
に
厩
舎
、

蔵
、
氷
室
、
地
下
道
を
設
置
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
城
で
最
も
壮
麗
な

塔
に
は
領
主
の
居
館
が
あ
り
、
螺
旋
階
段
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ザ
ビ
エ
ル
が

生
ま
れ
た
ハ
ビ
エ
ル
城
（
図
19)
や
イ
サ
ベ
ル
女
王
が
王
位
継
承
宜
言
を
し
た

セ
ゴ
ビ
ア
城
も
そ
う
で
あ
っ
た
（
図
20)
。
そ
の
一
方
で
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
一
世

が
幽
閉
途
上
で
滞
在
し
た
イ
ン
フ
ァ
ン
タ
ー
ド
公
爵
宮
殿
（
図
21)
に
は
、
最

上
層
に
五
重
塔
の
回
縁
の
よ
う
に
外
部
に
向
け
て
開
放
さ
れ
た
華
麗
な
回
廊
が

出
現
し
て
い
た
。
信
長
は
こ
れ
ら
の
要
素
の
い
く
つ
か
を
、
と
り
わ
け
城
郭
で

最
も
壮
麗
な
塔
の
イ
メ
ー
ジ
を
安
土
城
で
採
用
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
本
論
と
し
て
は
何
よ
り
も

patio

(
中
庭
）
が
重
要

な
構
成
要
素
で
あ
っ
た
。
マ
ン
サ
ナ
ー
レ
ス
城
（
図

22)
や
コ
カ
城
（
図
23
、

24)
が
分
か
り
や
す
い
が
、
周
囲
を
城
壁
で
囲
み
そ
の
四
隅
に
塔
を
た
て
、
そ

し
て
城
壁
に
そ
っ
て
ま
た
は
城
壁
内
に
吹
き
抜
け
の
中
庭
を
つ
く
り
、
そ
れ
を

囲
ん
だ
四
面
に
部
屋
を
配
置
し
た
城
郭
を
建
造
し
た
。
修
道
院
に
も
中
庭
を
囲

む
部
屋
か
ら
な
る

claustro

(
中
庭
回
廊
）
が
あ
る
。
イ
サ
ベ
ル
女
王
が
誕
生

し
た
マ
ド
リ
ガ
ル
・
デ
・
ラ
ス
・
ア
ル
タ
ス
・
ト
レ
ス
宮
殿
に
あ
る
王
族
子
女

(35) 

用
の
木
造
の
小
修
道
院
に
も
中
庭
が
あ
る
（
図

25)
。
イ
ベ
リ
ア
半
島
で
は

七
―
一
年
に
イ
ス
ラ
ム
人
が
侵
攻
し
、
そ
の
後
約
八
百
年
間
イ
ス
ラ
ム
文
化
と

共
存
し
た
結
果
イ
ス
ラ
ム
建
築
の
影
響
が
色
濃
く
、
聖
俗
を
問
わ
ず
ほ
ぼ
す
べ

て
の
建
造
物
に
中
庭
が
あ
る
と
考
え
て
い
い
。
中
庭
は
通
常
吹
き
放
ち
で
覆
い

は
な
い
が
、
覆
い
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
中
庭
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
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い。

A
・
ヒ
ロ
ン
の
記
録
か
ら
平
面
図
が
読
め
る
信
長
は
、
そ
の
構
造
を
簡
単

な
ス
ケ
ッ
チ
で
理
解
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
地
球
が
丸
い
こ
と
を
即
座
に
理

解
し
た
信
長
で
あ
る
。
日
本
の
寺
院
の
回
廊
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
分
か
り
や
す

い
。
古
代
の
楼
閣
式
建
築
で
あ
る
五
重
塔
は
積
み
重
ね
方
式
で
、
塔
身
と
屋
根

(36) 

か
ら
な
る
ユ
ニ
ッ
ト
を
幾
層
に
も
積
み
上
げ
て
建
造
す
る
。
発
想
を
逆
転
し
て
、

楼
閣
の
四
面
の
回
縁
を
建
物
内
部
に
取
り
込
み
、
そ
の
中
央
に
ス
ペ
イ
ン
の
城

郭
の
中
庭
を
配
し
た
箱
を
積
み
上
げ
て
い
く
と
、
箱
の
中
央
が
空
洞
・
吹
き
抜

け
と
な
り
、
そ
の
四
面
に
部
屋
を
配
置
す
る
こ
と
で
内
部
に
向
け
て
回
縁
の
あ

る
吹
抜
け
が
で
き
る
こ
と
を
信
長
は
着
想
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
す
れ
ば
、

安
土
山
頂
の
狭
い
敷
地
で
も
内
裏
や
将
軍
御
所
で
見
た
部
屋
の
ほ
ぽ
す
べ
て
を



図17 コカ城の狭間・

銃眼筆者撮影

図16 ベルランガ・デ・ドゥ工口要塞城

の狭間：手前を大きく敵側を小さ

＜剖り抜いた形。日本の城のもの

と同形。筆者撮影

図15 アビラの城壁の鋸歯狭間：鋸歯

の中央を長方形に剖り抜いたニ

重の狭間。筆者撮影

図20 セゴビア城： 図19 ザビエル城：聖フランシスコ・ザ 図18 モタ城の狭閻：上部が十字形で

イサベル女王 ビエルが生まれた城。筆者撮影 下部が円形。筆者撮影

が王位継承を

宣言した城

図23 コカ城： 15世紀末にアラブ人

建築家により建造、ムデハル様

式の要塞城では最重要

図22 マンサナーレス城：四隅に塔、城 図21 インファンター

壁が二重、中央に中庭。 ド公爵宮殿の華

麗な回廊

図24 コカ城の平面図：四隅に塔・

城壁が二重•中央に中庭
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垂
直
に
積
み
重
ね
る
こ
と
が
で
き
、
千
鳥
破
風
の
屋
根
も
含
め
て
政
庁
や
居
住

空
間
が
壮
麗
な
五
重
塔
内
に
お
さ
ま
り
、
し
か
も
白
河
上
皇
や
足
利
将
軍
（
図

26)
を
凌
駕
す
る
独
創
的
な
建
造
物
に
な
る
と
認
識
し
た
の
で
は
な
い
か
。
信

長
は
安
土
城
下
に
建
設
を
許
可
し
た
修
道
院
を
も
自
ら
の
栄
華
を
示
す
た
め
に

最
上
の
も
の
に
す
る
こ
と
を
望
み
、
壮
麗
で
宏
大
な
も
の
に
し
て
も
ら
い
た
い

(37) 

と
何
度
も
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
話
を
も
ち
か
け
て
い
る
。
安
土
セ
ミ
ナ
リ
オ
の

内
部
に
も
中
庭
が
存
在
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
以
上

か
ら
中
庭
も
吹
き
抜
け
の
存
在
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
理
由
の
ひ
と
つ
と
考
え

た
い
。

マドリガル・デ・ラス・アルタス・ト

レス宮殿の木造小修道院の中庭

図25

（
二
）
天
井
が
高
い
吹
抜
け
空
間

.. 一 ふ心

. -
....._ ,..::! ヽ .'

と今
.... ·n-~- ' 

《洛中洛外図屏風》にみる足利将軍邸

米沢市立上杉博物館

図26

そ
し
て
勿
論
重
要
な
の
は
、
天
井
が
高
い
ド
ー
ム
を
も
つ
宗
教
建
築
で
あ
る
。

信
長
が
足
利
義
昭
を
擁
し
上
洛
し
た
年
で
あ
る
一
五
六
八
年
の
ロ
ー
マ
で
、
イ

ル
・
ジ
ェ
ズ
聖
堂
（
イ
エ
ズ
ス
会
の
本
山
）
の
建
設
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
会

の
パ
ト
ロ
ン
で
資
金
提
供
者
で
あ
る
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
枢
機
(38
)
 

卿
と
、
第
三
代
総
長
の
ス
ペ
イ
ン
人
で
あ
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
ボ
ル
ハ
が

議
論
の
末
、
最
終
的
に
は
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ
に
よ
る
設
計
が
採
用
さ
れ
た
。
イ
エ

ズ
ス
会
側
の
要
望
は
カ
ト
リ
ッ
ク
改
革
対
策
と
し
て
、
布
教
の
た
め
の
機
能
を

最
優
先
に
し
た
二
点
で
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
、
単
廊
式
ラ
テ
ン
十
字
プ
ラ
ン
と

す
る
こ
と
。
そ
れ
は
説
教
や
司
式
が
し
易
く
、
多
数
の
信
者
が
祈
り
易
い
、
シ

ン
プ
ル
で
オ
ー
プ
ン
な
空
間
に
し
、
従
来
の
側
廊
を
排
し
、
両
側
に
小
礼
拝
堂

を
連
ね
る
も
の
で
あ
っ
た
（
図

27)
。
要
望
の
二
つ
目
は
、
説
教
僧
の
声
が
信

徒
に
よ
く
聴
こ
え
る
平
天
井
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
は
、

古
典
の
理
念
を
再
現
し
た
天
井
が

高
い
壮
大
な
吹
き
抜
け
空
間
の
あ

る
、
優
美
で
荘
厳
な
円
天
井
の
採

用
を
強
行
し
た
。
そ
し
て
こ
の
両

者
の
意
見
を
融
合
し
た
単
廊
式
ラ

テ
ン
十
字
プ
ラ
ン
と
交
差
部
に
円

天
井
と
い
う
二
点
が
、
そ
の
後
の

西
洋
教
会
に
大
き
な
影
響
を
与

え
、
中
南
米
、
東
洋
諸
地
域
の
イ

ェ
ズ
ス
会
教
会
で
も
踏
襲
さ
れ
て

(39) 

゜
＜
 

しヽ

そ
し
て
ロ
ー
マ
で
は
荒
廃
し
て

い
た
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
の

図27 ローマのイル・ジェス教会の平面図：単身廊ラ

テン十字プラン
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新
聖
堂
造
営
が
始
ま
り
、
イ
エ
ズ
ス
会
様
式
を
ふ
ま
え
つ
つ
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

の
設
計
に
な
る
巨
大
な
吹
き
抜
け
の
あ
る
ク
ー
ポ
ラ
が
完
成
し
つ
つ
あ
っ
た
。

さ
ら
に
ス
ペ
イ
ン
帝
国
を
継
い
だ
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
（
在
位
一
五
五
六
ー

一
五
六
一
年
に
ト
レ
ド
か
ら
マ
ド
リ
ッ
ド
に
首
都
を
移
し
、

一
五
九
八
）

が
ヽ

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
弟
子
で
あ
る
フ
ァ
ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
・
デ
・
ト
レ
ド
を

ロ
ー
マ
の
大
聖
堂
を
模
し
た
エ
ル
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル
宮
殿
を

一
五
六
三
年
に
着
工
し
一
五
八
三
年
に
完
成
さ
せ
た
（
図

28)
。
そ
し
て
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
に
対
抗
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
改
革
の
牙
城
と
し
た
こ
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
大
評
判
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
竣
工
二
か
月
後
に
天
正
少
年
使
節
が
招
か

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
王
の
居
住
空
間
で
あ
る
王
宮
、
政
庁
、
霊
廟
、
教
会
、
修

道
院
、
神
学
校
、
図
書
館
等
を
兼
ね
備
え
た
巨
大
複
合
建
築
で
、
大
小
合
わ
せ

て
十
六
の
中
庭
が
あ
り
、
中
庭
を
取
り
囲
み
部
屋
が
あ
る
四
角
形
を
幾
重
に
も

設
計
者
と
し
、

エル・エスコリアル宮殿全容と一階の平面

図：聖ロレンソの焼網から着想した中庭を

組わせた構成

(40) 

組
み
合
わ
せ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
に
先
駆
け
、
彼
の
曾
祖
父
で
あ

る
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
王
は
、

―
四
九
二
年
に
グ
ラ
ナ
ダ
を
奪
還
し
て
レ
コ
ン
キ
ス

タ
を
完
了
し
た
勝
利
宣
言
と
し
て
、
サ
ラ
ゴ
サ
の
イ
ス
ラ
ム
宮
殿
で
あ
っ
た
ラ
・

ア
ル
ハ
フ
ェ
リ
ア
宮
殿
を
大
改
造
し
て
、
八
十
二
も
の
高
窓
の
あ
る
巨
大
な
吹

き
抜
け
の
大
広
間
を
つ
く
っ
た
。
そ
し
て
貴
婦
人
と
奏
楽
士
の
た
め
の
二
階
廊

を
設
置
し
、
格
天
井
を
国
家
の
永
遠
の
繁
栄
を
願
っ
て
「
松
毬
」
、
「
柘
楷
」
、

そ
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
両
王
の
紋
章
で
数
限
り
な
く
装
飾
し
た
（
図
29)
。
こ
う

し
て
建
築
物
を
利
用
し
て
君
主
と
し
て
の
力
を
内
外
に
誇
示
し
、
ド
イ
ツ
人
・

(41) 

ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
の
『
旅
行
記
』
に
記
さ
れ
る
こ
と
で
評
判
と
な
っ
て
い
た
。
ま

た
慶
長
遣
欧
使
節
を
迎
え
た
フ
ェ
リ
ペ
三
世
の
寵
臣
•
初
代
レ
ル
マ
公
が
、
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
モ
ラ
に
設
計
さ
せ
造
営
し
た
レ
ル
マ
公
爵
宮
殿
に
も
巨
大

な
吹
き
抜
け
空
間
が
あ
る
。

ラ・アルハフェリア宮殿の巨大な吹き抜け

空間と両王の紋章を配した格天井

図29

同
じ
頃
、
総
長
の
フ
ラ
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ン
シ
ス
コ
・
デ
・
ボ
ル
ハ

が
創
設
に
関
わ
っ
た
ロ
ー

マ

学

院

で

は

ヴ

ァ

リ

ニ
ャ
ー
ノ
と
、

の
ち
に
第

四
代
総
長
と
な
る
ア
ク
ア

ヴ
ィ
ー
ヴ
ァ
が
修
行
し
て

い
た
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ

や
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
は

イ
ル
・
ジ
ェ
ズ
聖
堂
の
設

計
過
程
を
身
近
で
見
聞

し
、
イ
エ
ズ
ス
会
様
式
の



教
会
建
築
造
営
が
一
五
六
八
年
か
ら
各
地
で
始
ま
る
と
い
う
情
報
を
熟
知
し
た

上
で
来
日
し
た
は
ず
で
あ
る
。
倍
長
は
一
五
八
二
年
に
亡
く
な
る
ま
で
の
十
四

年
間
に
、
都
で
十
五
回
、
安
土
で
十
二
回
、
そ
の
他
の
場
所
で
三
十
一
回
以
上
、

(42) 

少
な
く
と
も
約
六
十
回
宣
教
師
と
会
い
、
そ
の
間
に
西
洋
の
城
郭
や
聖
堂
の
壮

麗
な
高
層
建
築
物
の
構
造
を
学
習
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
信
長
が
都
で
の

教
会
建
設
を
許
可
し
た
南
蛮
寺
は
安
土
城
築
城
と
ほ
ぽ
同
時
進
行
で
建
設
さ

れ
、
そ
の
出
来
栄
え
を
褒
め
た
。
設
計
者
で
あ
る
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
は
建
築

費
に
は
糸
目
を
付
け
ず
に
都
に
ロ
ー
マ
・
バ
ジ
リ
カ
風
の
壮
麗
な
教
会
を
建
て

た
い
と
考
え
た
の
は
当
然
で
、
イ
ル
・
ジ
ェ
ズ
聖
堂
を
指
し
て
い
る
と
し
て
い

(43) 

い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
G
・
グ
テ
ィ
エ
レ
ス
は
、
少
年
使
節
が
持
ち
帰
っ
た
前
述

の
二
冊
の
書
物
が
、
南
蛮
屏
風
を
制
作
す
る
こ
と
に
な
る
日
本
の
画
家
に
着
想

を
与
え
た
と
書
い
て
い
る
。
信
長
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
、
中
庭
や
吹
き

抜
け
を
取
り
込
め
ば
壮
麗
な
複
合
施
設
が
可
能
で
あ
る
と
触
発
さ
れ
た
と
し
て

い
い
の
で
は
な
い
か
。

五

『
天
守
指
図
』

の
宝
塔

近
年
の
安
土
城
の
発
掘
調
杏
結
果
か
ら
心
礎
に
あ
た
る
地
点
に
は
礎
石
は
な

＜
穴
は
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
舎
利
や
『
天
守
指
図
』
の
宝
塔
の
有
無
に

(44) 

つ
い
て
は
結
論
が
出
て
い
な
い
。
五
重
塔
は
元
来
、
仏
の
舎
利
を
納
め
た
舎
利

殿
で
あ
る
。
内
藤
氏
と
宮
上
氏
は
安
土
城
の
最
上
階
は
舎
利
殿
で
あ
る
金
閣
・

銀
閣
が
モ
デ
ル
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
手
本
と
な
っ
た
の
が
西
芳
寺
舎
利

殿
で
、
そ
の
庭
園
を
信
長
は
策
彦
に
修
復
さ
せ
て
い
る
。

一
方
キ
リ
ス
ト
教
会
は
、
尖
塔
や
ド
ー
ム
が
高
く
登
え
る
高
層
建
築
物
で
、

そ
の
吹
き
抜
け
の
大
空
間
の
祭
壇
に
最
重
要
な
も
の
と
し
て
聖
体
が
祀
ら
れ
て

い
る
。
折
し
も
十
六
世
紀
の
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
対

抗
す
る
た
め
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
が
開
催
さ
れ
、
「
聖
体
の
秘
跡
」
が
再
確
認

さ
れ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
仏
塔
は
、

l
a
p
a
g
o
d
a
 b
u
d
i
s
t
a
で
あ
る
が
、

G
.

グ
テ
ィ
エ
レ
ス
に
よ
る
と
、

"
p
a
g
o
d
a
"
と
い
う
語
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の

イ
ン
ド
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
に
該
当
す
る
セ
イ
ロ
ン
語
の

"dagoba"・
か
ら
ポ
ル
ト

(45) 

ガ
ル
人
が
造
語
し
た
と
し
て
い
る
。
宣
教
師
は

H
本
よ
り
先
に
イ
ン
ド
で
布
教

活
動
を
し
て
い
た
の
で
、
釈
迦
の
舎
利
が
キ
リ
ス
ト
の
聖
体
と
同
じ
く
重
要
な

も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
五
重
塔
の
原
型
で
あ
る
ス
ト
ゥ
ー
パ
に
つ
い
て
も
十

分
に
理
解
し
て
い
た
こ
と
は
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
北
野
天
満
宮
を
訪

れ
た
宣
教
師
ガ
ス
パ
ル
・
ヴ
ィ
レ
ラ
の
一
五
七
一
年
の
書
簡
に
は
、
「
聖
体
を

し
ま
っ
て
お
く
と
き
の
私
た
ち
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
階
段
の
つ
い
た
真
っ

(46) 

黒
で
、
暗
く
、
非
常
に
古
い
祭
壇
が
あ
る
の
が
見
え
ま
し
た
。
」
と
あ
る
。
《
聖

母
十
五
玄
義
図
》
（
原
田
本
）
（
京
都
大
学
総
合
図
書
館
）
（
図

30)
で
は
ロ
ヨ

ラ
像
と
ザ
ビ
エ
ル
像
の
間
の
中
央
に
聖
体
が
描
か
れ
て
い
る
。
高
槻
で
催
さ
れ

た
盛
大
な
復
活
祭
で
は
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
巡
察
師
は
十
字
架
の
聖
体
顕
示
台
を

(47) 

も
っ
て
進
ん
だ
。
《
南
蛮
屏
風
》
（
狩
野
内
膳
筆
・
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
）
（
図

31)
に
描
か
れ
た
教
会
の
内
部
で
神
父
は
聖
体
を
捧
げ
持
ち
、
屋
根
に
は
聖
体

顕
示
台
（
図

32)
に
似
た
十
字
架
が
あ
る
。
そ
の
中
央
に
円
い
ガ
ラ
ス
が
嵌
め
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込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
イ
サ
ベ
ル
女
王
が
改
修
さ
せ
た
ト
レ
ド
大
聖
堂
の
聖

体
顕
示
台
の
中
央
に
あ
る
聖
体
を
納
め
た
ガ
ラ
ス
と
同
じ
円
形
で
あ
る
（
図

33)
。
ま
た
聖
体
顕
示
台
と
日
本
の
舎
利
容
器
は
形
体
も
ガ
ラ
ス
部
分
も
似
て

い
る
（
図

34)
。
こ
い
う
こ
と
か
ら
宣
教
師
が
い
か
に
聖
体
の
重
要
性
を
説
い

た
か
、
信
長
も
宣
教
師
も
聖
体
と
舎
利
が
同
じ
価
値
を
も
つ
も
の
と
認
識
し
て



《聖母十五玄義図》原田

本京都大学総合博物館

図30狩野内膳《南蛮屏風》

神戸市立博物館
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図31

い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が

(49) 

分
か
る
だ
ろ
う
。
舎
利
は

国
家
護
持
と
五
穀
豊
穣

を
目
的
と
す
る
修
法
の

(50) 

本
尊
で
あ
る
。
天
下
静
譴

を
目
標
に
す
る
信
長
に

は
不
可
欠
と
推
察
さ
れ

る
。
要
す
る
に
舎
利
あ
っ

て
こ
そ
の
五
重
塔
で
あ

り
、
聖
体
あ
っ
て
こ
そ

の
教
会
で
あ
る
。

し
か
も
時
代
の
経
過

と
と
も
に
舎
利
そ
の
も

の
、
そ
し
て
舎
利
信
仰

が
変
化
し
て
い
く
。
イ

ン
ド
の
舎
利
信
仰
は
、

舎
利
を
埋
納
し
た
仏
塔
供
養
か
ら
、
舎
利
を
納
め
た
舎
利
容
器
を
直
接
供
養
す

(51) 

る
舎
利
容
器
供
養
と
な
り
、
さ
ら
に

H
本
で
は
真
正
の
釈
迦
の
舎
利
は
数
に
限

り
が
あ
る
た
め
、
安
置
物
は
舎
利
か
ら
宝
玉
類
や
能
作
性
宝
珠
、
ま
た
法
舎
利

と
呼
ば
れ
る
経
典
•
仏
像
の
安
置
へ
と
変
化
し
、
さ
ら
に
塔
の
性
格
が
大
き
く

変
化
し
、
釈
迦
の
墓
に
源
を
発
し
て
い
る
塔
の
下
に
天
皇
の
遺
骨
や
遺
骸
が
祀

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
十
二
世
紀
に
は
、
白
河
上
皇
が
鳥
羽
成
菩
提
院
三
重
塔

へ
の
遺
骨
安
置
を
遺
言
し
、
生
前
か
ら
こ
の
塔
を
墓
所
と
す
る
考
え
が
あ
っ
た
。

(52) 

こ
れ
は
白
河
上
皇
が
釈
迦
に
な
ら
ぶ
宗
教
的
位
置
を
も
っ
た
と
も
い
え
る
。
現

ペドロ・デ・リバデ口

作〈聖体顕示台〉 1510

年頃のムシエンテスの
聖体行列用、バリャド

リード

図32Jaume Aymerich作《聖

体顕示台》トレド大聖

堂：イサベル女王によ

る改修
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図33金銅密観宝珠形舎利容

器奈良西大寺：舎利

をおさめたガラス部も

含めた形体が聖体顕示

台に類似

図34



一
般
人
の
位
牌
が
廻
り
階
段
に
そ
っ
て
安
置

在
の
四
天
王
寺
の
五
重
塔
に
は
、

さ
れ
て
い
る
。
一
方
西
洋
で
も
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
建
造
の
エ
ル
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル

は
、
父
カ
ル
ロ
ス
一
世
が
宮
殿
と
教
会
を
一
体
化
さ
せ
た
ユ
ス
テ
修
道
院
を
モ

デ
ル
と
し
、
父
は
遺
言
で
ス
ペ
イ
ン
歴
代
王
の
霊
廟
が
あ
る
レ
オ
ン
の
聖
イ
シ

ド
ー
ロ
教
会
、
グ
ア
ダ
ル
ー
ペ
修
道
院
、
ポ
ブ
レ
ー
修
道
院
や
グ
ラ
ナ
ダ
王
室

礼
拝
堂
に
倣
い
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
王
家
の
パ
ン
テ
オ
ン
の
造
営
を
願
っ
た
。
息
子

は
こ
れ
を
叶
え
聖
堂
の
祭
壇
の
地
下
に
父
カ
ル
ロ
ス
の
遺
骨
を
納
め
、
歴
代
の

(53) 

霊
廟
と
し
た
（
図
35)
。
勿
論
ロ
ー
マ
の
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
の
地
下
に
は

聖
ペ
テ
ロ
の
墓
が
あ
る
。
宣
教
師
が
こ
れ
を
信
長
に
語
っ
た
と
い
う
資
料
は
発

見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
話
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
信
長
も
こ
れ
に
な

ら
っ
て
自
分
の
遺
骨
を
安
置
す
る
た
め
の
宝
塔
の
設
置
を
発
想
し
た
と
考
え
ら

れ
な
く
も
な
い
。
平
井
氏
は
、
こ
の
宝
塔
を
仏
舎
利
塔
で
は
な
く
、
『
法
華
経
』

に
典
拠
す
る
多
宝
如
来
が
出
現
さ
せ
た
宝
塔
で
あ
る
と
解
す
る
と
、
本
来
は
釈

迦
賛
嘆
の
装
置
で
あ
っ
た
宝
塔
を
侶
長
が
地
階
に
安
置
す
る
こ
と
で
、
釈
迦
に

対
す
る
自
己
の
優
越
性
を
演
出
す
る
装
置
に
転
換
し
な
が
ら
、
宝
塔
が
「
従
地

踊
出
」
と
い
う
経
典
に
も
矛
盾
し
な
い
、
巧
妙
な
自
己
神
格
化
の
演
出
が
見
え

(54) 

て
く
る
と
し
て
い
る
。
フ
ロ
イ

~,,,,,, 'ヽ;,':;念1

エル・エスコリアル宮殿

の地下のバンテオン

ス
が
信
長
の
神
格
化
を
察
知

し
、
盆
山
を
自
分
の
化
身
・

ご
神
体
と
し
て
礼
拝
さ
せ
た

(55) 

と
し
て
い
る
が
、
信
長
の
本
心

は
盆
山
で
は
な
く
、
将
来
自

ら
の
遺
骨
を
安
置
す
る
宝
塔

に
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
は

な
い
の
だ
ろ
う
か
。

内
藤
氏
は
『
天
守
指
図
』
の
宝
塔
を
屋
根
は
方
形
で
亀
腹
を
も
っ
た
胴
筒
と

し
、
愛
知
県
稲
沢
市
の
性
海
寺
宝
塔
に
近
い
と
し
た
。
こ
れ
と
安
土
城
に
招
か

れ
内
部
を
見
学
し
た
家
康
の
日
光
東
照
宮
の
墓
（
図

36)
が
酷
似
し
て
い
る
。

こ
の
家
康
の
墓
は
、
宝
塔
の
ル
ー
ツ
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
、
元
来
悴
人
・
聖
人
の

遺
骨
を
納
め
る
も
の
だ
と
い
う
原
点
回
帰
の
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と

も
白
河
上
皇
等
の
先
例
に
な
ら
っ

た
か
も
し
れ
な
い
信
長
を
真
似
た

も
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

エ
ル

エ
ス
コ
リ
ア
ル
内
の
聖
堂
の
聖
体

顕
示
台
を
納
め
た
聖
体
顕
示
台
塔

（図
37)
や
ミ
ラ
ノ
で
一
五
六
九
年

着
工
さ
れ
た
ペ
レ
グ
リ
ー
ノ
・

テ
ィ
バ
ル
デ
ィ
設
計
の
イ
エ
ズ
ス

会
サ
ン
・
フ
ェ
デ
レ
教
会
の
聖
体

顕
示
台
塔
は
、
宝
塔
に
形
体
が
似

て
い
る

（図
38)
。
こ
れ
も
さ
ら
に

示
唆
的
で
あ
る
。
安
土
城
の
心
礎

の
位
置
に
あ
る
幅
約
六
十
セ
ン

チ
、
深
さ
約
一
メ
ー
ト
ル
の
穴
か

ら
発
見
さ
れ
た
壺
の
破
片
を
、
内

藤
晶
氏
は
舎
利
容
器
の
存
在
を
推

定
し
て
も
よ
い
と
し
て
い
る
。
以

上
か
ら
宝
塔
の
埋
納
品
を
ふ
く
め

日光東照宮の

家康の墓

図36
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エル・エスコリアル宮殿の教会の聖体顕示台

塔

図37



一図38 ミラノのサン・フェデーレ教会の聖体顕

示台塔

て
『
天
守
指
図
』
の
宝
塔
の
存
在
に
つ
い
て
も
多
角
的
に
さ
ら
に
考
察
で
き
る

可
能
性
は
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

六
．
信
長
の
南
蛮
趣
味
の
政
治
利
用
と
文
化
交
流

侶
長
は
都
で
馬
揃
え
を
挙
行
し
、
自
ら
の
権
力
の
一
大
示
威
行
動
を
し
た
際

に
、
真
紅
の
ビ
ロ
ー
ド
の
南
蛮
担
ぎ
椅
子
に
座
っ
て
み
せ
た
。
こ
の
例
で
明
ら

か
な
よ
う
に
信
長
は
南
蛮
好
き
で
、
ま
た
そ
れ
を
自
分
の
権
威
づ
け
に
利
用
し

た
。
信
長
は
西
洋
建
築
の
情
報
を
知
ら
な
い
ま
ま
建
設
し
た
岐
阜
城
を
宣
教
師

に
み
せ
る
際
に
、
西
洋
や
イ
ン
ド
で
見
た
他
の
宮
殿
に
比
べ
て
見
劣
り
す
る
か

(56
)
 

も
し
れ
な
い
と
躊
躇
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
十
余
年
後
の
安
土
城
の
出
来
栄
え

は
、
西
洋
の
建
築
物
に
比
肩
で
き
る
と
自
負
し
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
を
案
内
し

西
洋
へ
自
ら
の
権
力
を
誇
示
す
る
た
め
に
も
《
安
土
山
図
屏
風
》
を
持
た
せ
た
。

当
時
の
文
化
交
流
と
情
報
伝
達
の
速
さ
を
示
す
―
つ
の
例
が
あ
る
。
《
メ
キ
シ

コ
・
シ
テ
ィ
の
副
王
宮
殿
図
屏
風
》
（
図

39)
は
、
一
六
六

0
年
作
油
絵
四
枚

パ
ネ
ル
屏
風
で
あ
る
。
ベ
イ
リ
ー
に
よ
る
と
、
難
破
し
た
ロ
ド
リ
ゴ
・
デ
・
ビ

ベ
ロ
の
献
上
品
の
返
礼
に
家
康
が
、
日
本
か
ら
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ニ
ャ
の
副
王
・

ル
イ
ス
・
デ
・
ベ
ラ

ス
コ
に
贈
っ
た
屏
風

に
触
発
さ
れ
描
か
れ

た
も
の
で
あ
る
。
洛

中
洛
外
図
屏
風
の
よ

う
に
金
色
の
雲
を
飛

ば
し
て
、
螺
釧
の
技

法
を
真
似
て
真
珠
の

母
貝
を
嵌
め
こ
ん
で

い
る
。
そ
こ
に
日
本

〈メキシコ・シティの副王宮殿図屏風〉

1660年油絵200x300cmの部分 Rodrigo

Rivero Lake Antiques International, Mexico 

City 

図39

人
の
移
住
者
画
家
の

存
在
を
研
究
者
た
ち

(57
)
 

は
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
我
々
の
想
像
を
超
え
る
速
さ
で
深
い
文

化
交
流
が
あ
り
、
進
取
の
気
性
に
富
ん
だ
メ
キ
シ
コ
の
依
頼
主
と
画
家
が
存
在

し
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
る
信
長
が
西
洋
建
築
の
要
素
を

盛
り
込
ま
な
い
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
城
郭
建
築
に
は
吹
き

抜
け
も
宝
塔
も
な
い
。
南
化
玄
興
の
「
安
土
山
ノ
記
」
に
、
「
唯
流
出
府
君
之

一
胸
禁
」
と
、
す
べ
て
の
新
発
想
は
信
長
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
と
記
し
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
深
い
政
治
構
想
を
秘
め
た
独
創
的
な
信
長
の
発
想
を
だ
れ

も
理
解
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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結
語

以
上
を
総
合
す
る
と
、
信
長
は
、
都
の
文
化
及
び
西
洋
世
界
と
の
出
会
い
を

契
機
と
し
て
、
見
る
人
に
限
り
な
い
感
動
と
、
造
営
主
に
対
し
て
の
畏
敬
の
念

を
喚
起
す
る
壮
麗
な
建
築
物
の
持
つ
力
に
気
づ
い
て
い
っ
た
。
策
彦
と
の
交
流

か
ら
多
く
を
学
ん
だ
。
古
代
か
ら
新
し
い
政
治
構
想
を
創
出
し
た
権
力
者
は
、

中
国
の
阿
育
王
塔
信
仰
の
流
れ
に
あ
る
五
重
塔
を
、
国
家
権
力
と
鎮
護
国
家
の

象
徴
と
し
て
伽
藍
の
な
か
で
も
遠
く
か
ら
ひ
と
目
で
分
か
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と

し
て
造
営
し
た
。
彼
ら
と
同
じ
よ
う
に
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
こ
う
と
し
て
い

た
信
長
が
、
都
や
奈
良
に
入
る
と
一
番
先
に
目
に
入
る
五
重
塔
を
、
天
下
布
武
・

天
下
静
譴
の
象
徴
と
し
て
安
土
城
の
基
本
構
想
の
支
柱
に
選
択
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
宜
教
師
が
見
せ
た
西
洋
の
壮
大
な
城
郭
の
絵
や
情
報
か
ら
、
高

い
塔
が
城
郭
に
な
り
居
住
空
間
と
し
て
王
の
宮
殿
に
も
な
る
こ
と
、
西
洋
の
城

郭
が
吹
き
放
ち
の
中
庭
を
配
し
た
構
造
で
あ
り
、
中
庭
を
中
心
に
四
面
に
部
屋

を
配
し
て
積
み
上
げ
れ
ば
政
庁
と
居
住
空
間
に
必
要
な
部
屋
が
五
重
塔
に
お
さ

ま
る
こ
と
を
認
識
し
た
。
地
下
に
は
蔵
も
設
置
し
た
。
そ
し
て
築
城
地
と
し
て

実
在
の
琵
琶
湖
を
選
択
す
る
こ
と
で
、
琵
琶
湖
を
西
湖
に
そ
し
て
五
重
塔
を
遠

寺
に
見
立
て
、
室
町
将
軍
が
絵
画
で
権
威
の
象
徴
と
し
て
描
か
せ
た
理
想
郷

篇
々
八
景
を
現
実
の
も
の
に
し
た
。
そ
し
て
、
将
軍
御
所
等
の
主
要
な
部
屋
を

垂
直
に
高
く
積
み
上
げ
た
安
土
城
を
築
城
し
て
、
明
皇
帝
に
日
本
国
王
と
称
せ

し
め
た
将
軍
義
満
を
凌
駕
し
た
こ
と
を
示
威
し
、
ま
た
天
皇
家
、
摂
関
家
そ
し

て
足
利
将
軍
家
と
も
異
な
る
新
た
な
権
力
形
体
を
志
向
し
た
信
長
の
政
治
構
想

を
視
覚
化
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
に
五
重
塔
の
国
家
護
持
と
い
う
本
来
の

機
能
で
あ
る
舎
利
殿
と
し
て
、
法
華
経
の
よ
う
な
法
舎
利
、
そ
し
て
聖
体
を
含

む
舎
利
を
意
識
し
な
が
ら
、
天
皇
の
廟
と
し
て
の
塔
に
倣
い
、
ひ
ょ
っ
と
す
る

と
西
洋
の
聖
人
や
国
王
に
も
倣
い
、
将
来
自
ら
の
遺
骨
を
も
納
め
る
宝
塔
を
地

下
に
設
置
し
天
下
布
武
の
象
徴
に
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
自
信
を
も
っ

て
西
洋
に
屏
風
の
形
で
披
露
し
た
。
日
本
語
で
す
で
に
吹
き
抜
け
の
概
念
が
あ

り
、
し
か
も
構
造
的
に
可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
荘
厳
な
吹
き
抜

け
空
間
を
信
長
が
採
用
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
ず
、
吹
き
抜
け
と
宝
塔
の
存

在
の
可
能
性
は
再
考
察
す
る
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註(
l
)
内
藤
晶
『
復
元
安
土
城
』
講
談
社
学
術
文
庫
二

0
0
六
年
、
お
よ
び
内
藤
晶
「
安
土
城
の

研
究
」
（
上
）
（
下
）
『
国
華
』
九
八
七
・
九
八
八
号
、
昭
和
五
十
一
年
、
（
上
）
六
八
ペ
ー
ジ
。

(
2
)
平
井
良
直
「
安
土
城
天
主
六
階
障
壁
画
に
関
す
る
『
天
守
指
図
』
の
整
合
性
に
つ
い
て
」

中
世
史
研
究
会
会
報
『
遥
か
な
る
中
世
」

N
o
.
1
3
、
東
大
文
学
部
国
史
学
研
究
室
刊
所
収

一
九
九
四
年
四
四
ペ
ー
ジ
、
お
よ
び
同
「
安
土
城
天
主

5
階
の
空
間
構
成
に
関
す
る
一

試
論
」
『
日
本
歴
史
』
五
七
0
号
一
九
九
五
年
一
八
ー
三
五
頁
。

(
3
)
宮
上
茂
隆
「
安
土
城
天
主
の
復
元
と
そ
の
史
料
に
就
い
て
」
（
上
）
（
下
）
『
国
華
」
第

九
九
八
号
と
第
九
九
九
号
、
一
九
七
七
年
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
（
上
）
七
頁
と
（
下
）

の
一
八
頁
、
二

0
頁
に
あ
り
。
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4
)
 
Y
a
r
z
a
 L
u
a
c
e
s
,
 J
o
a
q
u
i
n
:
 L
o
s
 R
e
y
e
s
 Cat6licos. P
a
i
s
a
j
e
 artisitico d
e
 u
n
a
 

m
o
n
a
r
q
u
i
a
,
 Editorial N
e
r
e
a
,
 M
a
d
r
i
d
,
 1993, p
p
.
6
3
 ,
 
66. 

(
5
)
小
山
真
由
美
「
「
南
蛮
の
箱
」
と
「
枢
機
卿
の
帽
子
」
」
電
子
版
『
S
P
A
Z
I
O
』
N
o
.
6
3
、

二
0
0
四
年
。

(
6
)内
藤
前
掲
論
文
•
上
、
九
九
頁
。

(
7
)
南
化
玄
興
の
「
安
土
山
ノ
記
」
は
妙
心
寺
隣
華
院
蔵
の
『
特
賜
定
慧
円
明
南
化
国
師
虚
白

録
』
所
収
。
解
釈
は
、
愛
知
文
教
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
文
庫
所
有
の
篠
田
徹
氏
に
よ

る
読
下
し
文
を
、
同
セ
ン
タ
ー
の
唐
松
健
夫
氏
か
ら
ご
送
付
頂
い
た
も
の
と
、
横
浜
翠
嵐



高
等
学
校
教
諭
•
中
西
亮
太
氏
の
読
下
し
文
と
ご
助
言
か
ら
筆
者
の
責
任
で
行
っ
た
。
唐

松
氏
お
よ
び
中
西
氏
に
は
謝
意
を
表
し
た
い
。

(
8
)
内
藤
晶
『
国
華
』
（
上
）
前
掲
書
六
八
頁
、
お
よ
び
内
藤
晶
『
復
元
安
土
城
』
講
談
社
学

術
文
庫

二
0
0
六
年
、
九
七
頁
。

(
9
)
濱
島
正
士
「
日
本
の
塔
の
組
み
上
げ
法
」
上
田
篤
編
『
五
重
塔
は
な
ぜ
倒
れ
な
い
か
」
新

潮
社
二

0
0
八
所
収
、

―
―
九
頁
、
二

0
五
頁
。

(10)
千
田
嘉
博
『
信
長
の
城
』
（
岩
波
新
書
二

0
一
三
年
）
の
二
五
八
頁
で
は
、
安
土
城
の
天

主
は
重
層
の
大
型
櫓
か
ら
、
藤
田
達
生
『
信
長
革
命
』
（
角
川
選
書
平
成
二
十
二
年
）
の

―
四
四
頁
で
は
、
義
輝
・
義
昭
の
将
軍
御
所
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
発
展
し
た
と
し
て
い
る
。

(11)

ア
ビ
ラ
・
ヒ
ロ
ン
『
日
本
王
国
記

岩
波
書
店

大
航
海
時
代
叢
書

XI』
（
佐
久
間
正
・
会
田
由
訳
）

一
七
一
頁
。
河
内
将
芳
『
信
長
が
見
た
戦
国
京
都
』
洋
泉
社

一
九
六
五
年
、

歴
史
新
書

ニ
0
1
0年。

(12)
牧
田
諦
亮
『
策
彦
入
明
記
の
研
究
』
（
上
）
仏
教
研
究
所
一
九
五
五
年
、
お
よ
び
（
下
）

法
蔵
館
一
九
五
九
年
。

下
巻
―
―
二
頁
、

―
―
四
頁
、
三
八
一
頁
、
岡
本
真
・
須
田
牧
子
「
天
龍
寺
妙
智
院
所
蔵

『
明
国
諸
士
送
行
』
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
紀
要
、
第
二
十
三
号
二

0
1
――一年。

(13)
宮
上
の
前
掲
書
（
上
）
二
五
頁
。

(14)
平
井
の
前
掲
書
『
遥
か
な
る
中
世
』
四
四
頁
。

(15)
谷
口
耕
生
「
聖
地
寧
波
を
め
ぐ
る
信
仰
と
美
術
」
『
聖
地
・
寧
波
』
二

0
0
九
年
奈
良
国

立
博
物
館
、
八
—
―
六
頁
、
お
よ
び
内
藤
栄
「
阿
育
王
信
仰
と
日
本
」
同
書
の
二
四
五
ー

ニ
四
七
頁
。

(16)
牧
田
前
掲
書
上
巻
二
七
七
頁
、
三
七
八
頁
、
下
巻
六
五
ー
六
六
頁
、
三
八
六
頁
。

(17)
谷
口
、
内
藤
栄
の
前
掲
書

(18)
京
都
国
立
博
物
館
編
集
『
狩
野
永
徳
』
毎
日
新
聞
社
・

N
H
K
.
N
H
K
き
ん
き
メ
デ
ィ

ア
プ
ラ
ン
、
平
成
十
九
年
ニ
ニ
頁
、
二
四
九
—
二
五

0
頁
。

(
1
9
)牧田
・
下
巻
―
―
二
頁
、
、
宮
上
茂
隆
解
説
『
金
閣
寺
•
銀
閣
寺
•
日
本
名
建
築
写
真
選

集
十
一
』
新
潮
社

平
成
四
年
―
―
七
頁
、
林
屋
辰
一
二
郎
『
日
本
の
歴
史
十
二

天
下

統
』
中
央
公
論
社
一
九
七
四
年
、
米
原
正
義
「
茶
の
湯
」
岡
本
良
一
編
『
織
田
信
長
事
典
』

新
人
物
往
来
社
一
九
九
一
年
三
二
九
頁
、
今
谷
明
『
室
町
の
王
権
」
中
央
公
論
社

一
九
九
三
年
―
四
0
頁
、
五
二
頁
、
小
川
剛
生
『
足
利
義
満
・
公
武
に
君
臨
し
た
室
町
将

軍
』
中
央
公
論
新
社
二

0
―
二
年
ニ
―
六
ー
ニ
三
五
頁
。

(20)
今
谷
明
『
京
都
・
一
五
四
七
年

上
杉
本
洛
中
洛
外
図
の
謎
を
解
く
』
平
凡
社

二
0
0
三
年
、
小
島
道
裕
『
描
か
れ
た
戦
国
の
京
都
洛
中
洛
外
図
を
読
む
』
吉
川
弘
文

館
二

0
0
九
年
一
四
三
頁
。

(21)
冨
島
義
幸
「
付
章

w法
勝
寺
八
角
九
重
塔
の
復
元
に
つ
い
て
」
『
京
都
市
内
遺
跡
発
掘
調

査
報
告
」
京
都
市
文
化
市
民
局

平
成
二
十
二
年
度
一
九
四
ー
ニ

0
九
頁
、
同
「
八
角
九

重
の
幻
の
塔
」
上
田
篤
編
『
五
重
塔
は
な
ぜ
倒
れ
な
い
か
」
新
潮
選
書
二

0
0
八
年

―
二
五
ー
一
四
六
頁
、
同
『
平
等
院
鳳
凰
堂
』
吉
川
弘
文
館
二

0
1
0
年
乙
凹
『
密
教
空

間
史
論
』
法
蔵
館
二

0
-
―年。

(22)
林
屋
辰
三
郎
「
古
代
国
家
の
解
体
」
東
京
大
学
出
版
会

一
九
五
九
年
一
子
八
ー
三
九
頁
、

お
よ
び
林
屋
辰
一
二
郎
『
日
本
|
歴
史
と
文
化
」
平
凡
社

昭
和
四
十
二
年
。

(23) 
G
a
r
c
i
a
 G
u
t
i
e
r
r
e
z
,
 F
e
r
n
a
n
d
o
:
 M
O
M
O
Y
A
M
A
.
 L
A
 E
d
a
d
 d
e
 O
r
o
 d
e
l
 A
r
t
e
 

J
a
p
o
n
e
s
1
5
7
3
 ,] 6
1
5
 
(
C
a
t
a
l
o
g
o
 d
e
 la E
x
p
o
s
i
c
i
6
n
,
 el M
i
n
i
s
t
e
r
i
o
 d
e
 C
u
l
t
u
r
a
)
,
 

首
bito
Servicios Editoriales S.A. M
a
d
r
i
d
,
 1
9
9
4
 p.35, p
p
.
1
4
6
 ,
 
147. p.123. 

(24)
ゲ
オ
ル
ク
・
シ
ュ
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
「
イ
エ
ズ
ス
会
宜
教
師
が
見
た
日
本
の
神
々
』
（
安
田

一
郎
訳
）
青
土
社
二
0
0

七
年
六
三
—
六
四
頁
、
五
一
ー
五
二
頁
、
七
七
ー
七
九
頁
。

(25)
若
桑
み
ど
り
『
ク
ワ
ト
ロ
・
ラ
ガ
ッ
ツ
イ
・
天
正
少
年
使
節
と
世
界
帝
国
』
集
英
社

二
0
0
五
年

三
―
四
ー
三
一
五
頁
。

(26) 
一
五
七
五
年
に
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
の
お
抱
え
地
理
学
者
に
な
っ
た
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
生
ま
れ
の
A
.

オ
ル
テ
リ
ウ
ス
の

T
e
a
t
r
u
m
O
r
b
i
s
 T
e
r
r
a
r
u
m
 
(
世
界
地
図
帳
）
と
ブ
ラ
ウ
ン

(
G
e
o
r
g
e

B
r
a
 g)
と
ホ
ー
ヘ
ン
ベ
ル
グ

(Joris
H
o
e
f
n
a
g
e
l
)
に
よ
る

C
i
v
i
t
a
t
e
s
O
r
b
i
s
T
e
r
r
a
r
u
m

（
世
界
都
市
図
一
覧
帳
三
巻
•
一
五
七
二
年
ケ
ル
ン
で
出
版
）
。

(27)
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
・
神
戸
市
立
博
物
館
・
日
本
経
済
新
聞
社
編
集
『
南
蛮
美
術
の
光
と

影
・
泰
西
王
侯
騎
馬
図
屏
風
の
謎
』

日
本
経
済
新
聞
社

二
0
―

-
I二
0
―
二
年

―
―
六
ー
一
―
七
頁
、
ニ
ニ
五
ー
ニ
ニ
六
頁
。

(28)
宮
崎
政
勝
『
ザ
ビ
エ
ル
の
海
』
原
書
房

二
0
0
七
年
―
―
―
頁
。
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(29) 
一
五
九
九
年
二
月
二
十
五
日
付
け
長
崎
発
・
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
の
書
簡
。
高
瀬
弘
一
郎

『
キ
リ
シ
タ
ン
時
研
究
』
岩
波
書
店
一
九
七
七
年
一
三
三
ー
ニ
ニ
四
頁
、

一
五

0

|

一
五
八
頁
。

(30)
厳
慈

tt
「
中
国
の
塔
に
は
心
柱
は
な
か
っ
た
」
前
掲
書
上
田
編
「
五
重
塔
』
三
一
ー
五
四

頁
、
お
よ
び
濱
島
一
―
九
頁
。

(31) 
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
三
』
（
松
田
毅
一
•
川
崎
桃
太
訳
）
中
央
公
論
社

昭
和
五
十
三
年

二
五
四
頁
、
二
八
〇
—
二
八
二
頁
。

(32)
林
屋
辰
三
郎
『
京
都
』
岩
波
新
書

二
0
0
五
年
一

0
三
ー
一

0
五
頁
、
三
八
頁
。

(33)
内
藤
・
『
国
華
』
上
六
九
頁
。

(34)
内
藤
の
前
掲
書
『
復
元
安
土
城
』

一
五
四
頁
。

(35) 
G
o
n
z
a
l
e
z
 J
.
J
.
M
a
r
t
i
n
:
 H
i
s
t
o
r
i
a
 d
e
 la A
r
q
u
i
t
e
c
t
u
r
a
,
 E
d
i
t
o
r
i
a
l
 G
r
e
d
o
s
,
 S.A. 

1973, p
p
.
2
5
0
 ,
 
2
5
1
;
B
e
n
i
t
e
z
,
 F
r
a
y
 J
e
s
u
s
 M
i
g
u
e
l
:
 M
a
d
r
i
g
a
l
 d
e
 las A
l
t
a
s
 Torres; 

A
n磨
lo
I
n
i
g
u
e
z
,
 D
i
e
g
o
:
 H
i
s
t
o
r
i
a
 d
e
l
 Arte, T
o
m
o
 I,
 
D
i
e
s
t
r
i
b
u
i
d
o
r
 E.I.S.A, 

1973, p.392. 

(
3
6
)藤
森
照
信
•
前
橋
重
二
『
五
重
塔
入
門
』
新
潮
社

二
0
―
二
年
―
―
九
頁
。

(37) 

『
日
本
巡
察
記
』
松
田
毅
―
他
訳

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ

平
凡
社
一
九
九
五
年
、
三
四
四
頁
。

(38)
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
に
し
て
ス
ペ
イ
ン
国
王
で
あ
る
カ
ル
ロ
ス
一
世
の
寵
臣
か
ら
聖
職

者
に
転
じ
た
。

(39)
例
え
ば
ス
ペ
イ
ン
の
バ
リ
ャ
ド
リ
ー
ド
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
、
ロ
バ
ー
ト
・

パ
ー
ソ
ン
ズ
が
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
の
保
護
の
も
と
一
五
九

0
年
に
サ
ン
・
ア
ル
バ
ー
ノ
教
会

を
建
て
た
の
が
こ
の
様
式
で
、
そ
の
目
的
は
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
の
ヘ
ン
リ
ー
八
世
が
、
教

皇
の
同
意
な
し
に
カ
ト
リ
ッ
ク
両
王
の
四
女
カ
タ
リ
ー
ナ
と
の
離
婚
を
強
行
し
、
教
皇
権

か
ら
独
立
し
て
英
国
国
教
会
を
創
設
し
た
た
め
、

ヘ
ン
リ
ー
八
世
と
さ
ら
に
は
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
と
戦
う
た
め
の
司
祭
を
養
成
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

G
i
o
v
a
n
n
i
 S
a
l
e
,
 
S
.
J
 :
T
h
e
 d
e
s
i
g
n
 o
f
 t
h
e
 G
e
s
u
 i
n
 R
o
m
e
:
 A
 d
i
f
f
i
c
u
l
t
 

collaboration: T
h
e
 Jesuits a
n
d
 the A
r
t
s
,
 e
d
i
t
e
d
 b
y
 J
o
h
n
 W
.
O
'
M
a
l
l
e
y
,
 S.J. 

a
n
d
 G
a
u
v
i
n
 A
l
e
x
a
n
d
e
r
 B
a
i
l
e
y
,
 
S
a
i
n
t
 J
o
s
e
p
h
'
s
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 P
r
e
s
s
 

P
h
i
l
a
d
e
l
p
h
i
a
2
0
0
5
 
p
p
.
4
7
 ,
 
62; 
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
『
ル
ネ
サ
ン
ス
と
バ

ロ
ッ
ク
』
（
上
松
祐
二
訳
）
中
央
公
論
美
術
出
版
一
九
九
三
年
七
七
ー
九
七
頁
、
佐
藤
達

雄
『
図
説
西
洋
建
築
の
歴
史
』
河
出
書
房
新
社
二

0
0
五
年
、
宮
下
規
久
朗
『
イ
タ
リ
ア
・

バ
ロ
ッ
ク
ー
美
術
と
建
築
』
山
川
出
版

二
0
0
六
年
。

(40) 
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
が
一
五
五
七
年
に
仏
軍
に
サ
ン
・
カ
ン
タ
ン
で
大
勝
利
を
お
さ
め
た
日
が
、

焼
き
網
の
上
で
殉
死
し
た
聖
ロ
レ
ン
ソ
の
祝
日
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
記
念
し
た
焼
き

網
が
平
面
図
の
基
本
と
な
っ
た
。
修
道
院
と
王
宮
を
合
体
し
た
の
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
両
王

が
ア
ビ
ラ
で
し
た
こ
と
に
も
倣
っ
た
。

S
i
g
u
e
n
z
a
,
F
r
a
y
 Jose: L
a
 F
u
n
d
a
c
i
6
n
 d
e
l
 

M
o
n
a
s
t
e
r
i
o
 d
e
 E
l
 E
s
c
o
r
i
a
l
,
 A
g
u
i
l
a
r
,
 S
.
A
.
1
9
8
8
;
 B
o
z
a
l
,
 V
a
l
e
r
i
a
n
o
:
 H
i
s
t
o
r
i
a
 

d
e
l
 A
r
t
e
 e
n
 E
s
p
a
n
a
 T
o
m
o
 I,
 
E
d
i
c
i
o
n
e
s
 l
s
t
m
o
,
 1973, p
p
.
2
5
5
 ,
 
260; G
o
n
z
a
l
e
z
蔀
5

掲
書
p
p
.
2
9
3
,
 
299. 

(41) 
Y
a
r
z
a
 L
u
a
c
e
s
 J.: 
L
o
s
 R
e
y
e
s
 Cat6licos. P
a
i
s
a
j
e
 artistico d
e
 u
n
a
 m
o
n
a
r
q
u
i
a
,
 

p.65. 

(42)
立
花
京
子
『
信
長
と
十
字
架
』
集
英
社
二

0
0
四
年

一
六
四
頁
。

(43)
松
田
毅
一

『
H
本
巡
察
記
』
二
九
一
ー
ニ
九
三
頁
、
三
四
八

「
解
題
」
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ

頁
、
宮
元
健
次
「
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
士
礼
法
指
針
第
七
章
に
つ
い
て
」

H
本
建
築
学
会
計

画
系
論
文
報
告
集
、
四
二
三
号
．

p.124; V
a
l
i
g
n
a
n
o
,
 A
:
 S
u
m
a
r
i
o
 d
e
 las c
o
s
a
s
 d
e
 

J
a
p
6
n
.
E
d
i
t
a
d
o
 p
o
r
 J
.
L
.
A
l
v
a
r
e
z
 T
a
l
a
d
r
i
z
,
 M
o
n
u
m
e
n
t
a
 N
i
p
p
o
n
i
c
a
 

M
o
n
o
g
r
a
p
h
s
.
T
o
k
i
o
:
S
o
p
h
i
a
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
,
 1954;. 
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
『
日
本
の
風
習

と
形
儀
に
関
す
る
注
意
と
助
言
』
の
一
五
六
項
に
日
本
で
の
教
会
建
築
の
あ
り
方
を
、
正

面
間
口
よ
り
礼
拝
堂
の
奥
行
き
を
深
く
し
、
両
側
に
座
敷
を
設
け
、
必
要
に
応
じ
扉
を
開

閉
し
、
祈
り
の
場
を
広
く
一
体
化
す
る
こ
と
と
書
い
て
い
る
。
ま
さ
に
イ
ル
・
ジ
ェ
ズ
教

会
の
特
徴
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

(44) 
『
日
本
城
郭
体
系
十
巻
』
新
人
物
往
来
社

一
九
八

0
年

二
五
四
ー
ニ
六

0
頁。

(45) 
G
a
r
c
i
a
 G
u
t
i
e
r
r
e
z
,
 F
e
r
n
a
n
d
o
:
 L
a
 A
r
q
u
i
t
e
c
t
u
r
a
 j
a
p
o
n
e
s
a
 v
i
s
t
a
 d
e
s
d
e
 

O
c
c
i
d
e
n
t
e
,
 J
a
p
6
n
 y
 O
c
c
i
d
e
n
t
e
 (
I
I
)
,
 
Sevilla, G
u
a
d
a
l
q
u
i
v
i
r
 E
d
i
c
i
o
n
e
s
 2001, 

p
p
.
7
3
 ,
 
77. 

(46)
シ
ュ
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
前
掲
書
六
八
頁
。

(47)
若
桑
み
ど
り
『
聖
母
像
の
到
来
』
青
土
社

二
0
0
八
年
一
七
八
ー
一
七
九
頁
。

-81-



(48) 
Y
a
r
z
a
 L
u
a
c
e
s
,
 J
o
a
q
u
i
n
:
 I
s
a
b
e
l
 L
a
 Cat6lica, P
r
o
m
o
t
o
r
a
 artfstica, E
d
i
l
e
s
a
,
 

2005. 

(49) 
H
a
r
a
,
 Y
o
k
o
:
 《
E
l
castillo d
e
 A
z
u
c
h
i
 y
 la v
i
s
u
a
l
i
z
a
c
i
o
n
 d
e
 los i
d
e
a
l
e
s
 

p
o
l
i
t
i
c
o
s
 
d
e
 
O
d
a
 N
 o
b
u
n
a
g
a》

J
a
p
6
n
y
 E
s
p
a
n
a
;
 a
c
e
r
c
a
m
 ̀
 ie
n
t
o
s
 y
 

d
e
s
e
n
c
u
e
n
t
r
o
s
 
(siglos X
V
I
 y
 X
V
I
I
)
,
 S
a
t
o
r
i
 E
d
i
c
i
o
n
e
s
,
 Gij6n, 2012, p
p
.
1
1
8
 ,
 

1
1
9
の
拙
稿
で
こ
れ
に
つ
い
て
は
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
以
前
に
す
で
に
坂
本
氏
と
成
澤
氏

の
同
様
の
指
摘
が
あ
り
、
成
澤
氏
は
南
蛮
船
が
聖
体
を
日
本
に
運
ぶ
役
割
を
も
っ
て
い
た

と
す
る
こ
と
を
後
に
知
っ
た
。
（
坂
本
満
「
異
文
化
に
対
す
る
表
現
ー
異
国
趣
味
の
諸
問
題
」

『
南
蛮
屏
風
』
三

0
五
ー
三
ニ
ニ
頁
、
成
澤
勝
嗣
「
近
世
初
期
風
俗
画
と
し
て
の
南
蛮
屏

風
ー
そ
の
誕
生
か
ら
変
貌
ま
で
ー
」
二
九
四
ー
三

0
四
頁
、
坂
本
満
編
『
南
蛮
屏
風
美
術

集
成
』
中
央
公
論
美
術
出
版
社
二

0
0
八
年
）
。

(50)
内
藤
栄
「
舎
利
と
宝
珠
」
『
日
本
の
美
術
』

N
o
.
5
3
9
至
文
堂
二

0
―
一
年
二
四
頁
。

(51) 
田
辺
理
「
イ
ン
ド
古
代
美
術
に
み
ら
れ
る
ナ
ー
ガ
王
の
舎
利
容
器
供
養
と
仏
塔
供
養
」
『
美

術
史
学
会
』

一
七
八
、

V
o
l
.
L
X
I
V
N
o
.
2
、
平
成
二
十
七
年
三
月
。
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